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6月25日 みなと酒田トライアスロンおしんレースに出場したカイル・スミス選手（ニュージーランドからの招待選手）

ニ
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者
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お
し
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巻
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地
元
の
人
と
は
違
っ
た
目
線
で
、

酒
田
の
魅
力
を
発
掘

July 2017

必
ず
日
本
へ

　
「
16
歳
の
時
、
ク
ラ
ス
旅
行
で
初
め

て
日
本
に
来
ま
し
た
。
帰
り
の
便
で

上
空
か
ら
日
本
を
眺
め
た
と
き
に
、

こ
こ
に
住
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
い
う
テ
ィ
モ
シ
ー
・
バ
ン
テ
ィ
ン

グ
さ
ん（
以
下
、テ
ィ
ム
さ
ん
）は
日

本
に
来
て
７
年
目
。
現
在
は
東
北
公

益
文
科
大
学
で
助
教
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
以
下
、
Ｎ

Ｚ
）
の
自
宅
で
日
本
人
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、日
本
に
親
し
み
が
あ
り
ま
し
た
」

と
、
大
学
在
学
中
に
半
年
間
日
本
に

留
学
。「
卒
業
後
は
３
か
月
間
、
銀

行
員
と
し
て
Ｎ
Ｚ
で
働
き
ま
し
た
が
、

日
本
へ
行
き
た
い
気
持
ち
が
強
か
っ

た
の
で
、
※
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
庄
内
町
に

４
年
間
赴
任
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
」
と
テ
ィ
ム
さ
ん
の
日
本
へ
の

思
い
が
実
を
結
び
ま
す
。

　

テ
ィ
ム
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｚ
駐
日
大
使

の
訪
問
時
や
お
し
ん
レ
ー
ス
の
Ｎ
Ｚ

招
待
選
手
と
の
交
流
で
、
Ｎ
Ｚ
と
酒

田
の
架
け
橋
の
役
割
も
担
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
競
技
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
時
に

は
、
酒
田
を
Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
に
出
演
。

「
私
も
３
回
お
し
ん
レ
ー
ス
に
参
加

し
ま
し
た
よ
」
活
動
的
な
テ
ィ
ム
さ

ん
に
ぴ
っ
た
り
の
役
で
す
ね
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
目
線
で

　
「
有
名
な
観
光
地
の
情
報
は
多
い
の

テ
ィ
モ
シ
ー
・
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
さ
ん 

◆ Tim
othy B

unting
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今
月
の
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に
、
東
北
地
方
の
情
報
が
国
外
に
は

全
然
な
い
で
す
」
と
話
す
テ
ィ
ム
さ

ん
は
、
仲
間
３
人
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
中
。「
酒
田
は
す
ば
ら
し
い

所
な
の
に
、
地
元
の
人
は
そ
の
良
さ

に
気
付
い
て
い
な
い
の
で
も
っ
た
い

な
い
で
す
ね
。
で
も
そ
こ
が
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
英
語
に
翻

訳
し
た
ペ
ー
ジ
で
は
な
く
、
日
本
人

と
は
違
う
目
線
で
庄
内
や
酒
田
を
捉

え
て
『
隠
れ
た
日
本
・
本
当
の
日
本
』

の
魅
力
を
国
外
へ
発
信
し
、
外
国
か

　

山
形
県
と
秋
田
県
の
観
光
統

計
資
料
に
よ
る
と
、
鳥
海
山
・

飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
に
属
す
る
酒

田
市
と
遊
佐
町
、
に
か
ほ
市
、

由
利
本
荘
市
の
３
市
１
町
に

は
、
年
間
約
１
千
万
人
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
観
光
の

主
な
目
的
は
登
山
や
史
跡
、
温

泉
巡
り
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど

で
す
が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
存
在

を
知
っ
て
い
る
観
光
客
は
ま
だ

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
各
地

の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
も
ジ
オ
パ
ー

ク
だ
け
が
目
的
で
訪
れ
る
人
は
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
や
修
学
旅

行
な
ど
を
除
く
と
、
ま
だ
少
な

い
の
が
現
実
で
す
。

　

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク

エ
リ
ア
内
で
観
光
を
し
て
い
る

人
た
ち
に
、
地
域
の
「
食
」
を

ジ
オ
と
の
関
係
で
紹
介
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
例
え
ば
、
鳥
海
山

の
き
れ
い
で
冷
い
湧
き
水
で
育

ま
れ
た
米
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

る
銘
酒
の
数
々
は
「
ジ
オ
」
の

た
ま
も
の
で
す
。
酒
田
市
の
砂

丘
上
で
糖
度
を
増
す
大
玉
の
メ

ロ
ン
や
、
そ
の
後
作
と
し
て
栽

培
さ
れ
る
大
根
。
秋
・
冬
の
季

節
風
を
利
用
し
た
干
し
大
根
づ

く
り
は
、
ま
さ
に
ジ
オ
の
恩
恵

を
受
け
た
お
い
し
い
風
景
で
す
。

飛
島
周
辺
の
海
か
ら
は
、
海
底

地
形
と
海
流
の
影
響
で
多
種
多

様
な
魚
介
類
が
水
揚
げ
さ
れ
ま

す
。
こ
の
地
域
の
豊
か
な
食
は
、

自
然
界
の
活
動
と
、
そ
こ
に
暮

ら
す
人
々
の
働
き
か
け
の
結
果

と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

ら
の
誘
客
を
狙
い
ま
す
」
と
テ
ィ
ム

さ
ん
。「
い
ず
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
未
来
を
見
据
え
ま
す
。

　

７
月
に
は
、一
般
の
方
向
け
の「
Ｎ

Ｚ
連
続
講
座
」
を
予
定
し
て
い
る
そ

う
。「
両
国
の
似
て
い
る
と
こ
ろ
が

わ
か
る
と
面
白
い
と
思
う
。
Ｎ
Ｚ
の

こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
」
と
語
る
テ
ィ
ム
さ
ん
か
ら
、

Ｎ
Ｚ
と
日
本
、
そ
し
て
酒
田
に
対
す

る
愛
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

▲ホストタウン誘致の本市PR動画の1場面
https://www.youtube.com/watch?v=WvodYD0lgAQ&feature=youtu.be

▲ニュージーランド駐日大使に同行する
ティムさん

▲庄内砂丘で栽培されているアンデスメロン

日本海と大地がつくる 水と命の循環

鳥海山・飛島ジオパーク

問
市
観
光
振
興
課
観
光
企
画
係 

☎
２
６
‐
５
７
５
９

第 回31

ジ
オ
パ
ー
ク
と
観
光
客
を
つ
な
ぐ
食
、ジ
オ
の
恵
み

宮城学院女子大学
教授

宮原 育子氏

風を起こし、風に乗る

酒田で活躍する人の姿を届けます

鳥海山・飛島ジオパーク
ホームページ QRコード

※
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
外
国
の
青
年
を

招
い
て
地
方
自
治
体
な
ど
で
任
用
し
、
外

国
語
教
育
の
充
実
と
地
域
の
国
際
交
流
の

推
進
を
図
る
事
業
。



異
空
間
へ
誘
う

北
前
船

日
本
遺
産
認
定
ス
ト
ー
リ
ー

酒
田
湊

荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の

夢
が
紡
い
だ
異
空
間

―

北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落―

特
集

　
江
戸
時
代
、
北
海
道
・
東
北
・
北
陸
と
西
日
本
を
結

ん
だ
西
廻
り
航
路
は
、
当
時
の
日
本
経
済
の
大
動
脈
で

あ
り
、
こ
の
航
路
を
利
用
し
た
商
船
は
北
前
船
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。

　
日
本
海
の
荒
波
を
越
え
、
各
地
に
莫
大
な
富
を
も
た

ら
し
た
北
前
船
。
全
国
に
も
歴
史
の
魅
力
を
持
つ
町
は

数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
北
前
船
の
寄
港
地
・
船
主
集
落

は
、
立
地
や
町
の
つ
く
り
、
祭
り
・
芸
能
や
神
社
仏
閣

の
雰
囲
気
な
ど
、
他
の
町
と
は
趣
の
違
う
、
北
前
船
の

影
響
を
強
く
受
け
た
異
空
間
と
し
て
、
今
も
魅
力
を
放
っ

て
い
ま
す
。

　
航
海
の
目
印
と
な
る
秀
峰
鳥

海
山
を
仰
ぎ
、
穀
倉
地
帯
を
流
れ

る
大
河
最
上
川
の
河
口
に
位
置

す
る
酒
田
湊
。
一
航
海
で
千
両
の

富
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
た
北
前

船
は
酒
田
に
も
経
済
的
繁
栄
を
も

た
ら
し
、
井
原
西
鶴
の
「
日
本
永

代
蔵
」
に
記
さ
れ
る
ほ
ど
繁
栄
し

た
鐙
屋
や
、
本
間
家
な
ど
の
豪
商

を
生
み
出
し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く

り
は
も
ち
ろ
ん
、
雛
人
形
や
食
と

い
っ
た
文
化
に
も
北
前
船
は
大
き

な
影
響
を
与
え
、
今
の
酒
田
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
課
題
や
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取

り
組
む
も
の
。
主
な
活
動
と
し
て
日
本
遺
産

の
活
用
や
、
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
、

外
航
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
を
は
じ
め
と
す
る
お

も
て
な
し
体
制
の
強
化
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

◆日本遺産とは
平成27年から地域活性
化を目的に文化庁が始
めた、日本の文化・伝統
を語るストーリーを認定
する制度

特集 異空間へ誘う北前船

酒
田
の
魅
力
発
信
事
業

北海道松前町

青森県鰺ヶ沢町

青森県深浦町

秋田県秋田市

山形県酒田市

新潟県新潟市

新潟県長岡市

石川県加賀市

福井県敦賀市

北海道函館市

福井県南越前町

　
本
市
が
㈱
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
の
地
域
活
性

化
事
業
を
活
用
し
て
平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
「
酒
田
の
魅
力
発
信
事
業
」。
２
年
目
と
な

る
今
年
、
同
事
業
は
、
北
前
船
寄
港
地
・
船
主

集
落
の
日
本
遺
産
認
定
と
い
う
ひ
と
つ
の
成
果

を
生
み
ま
し
た
。

　
酒
田
の
魅
力
を
全
国
に
、
そ
し
て
世
界
に
。

本
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

問
市
長
公
室
交
流
調
整
係 

☎
４
３‐

８
３
２
１

ま
わ

み
な
と

き
た
ま
え
ぶ
ね

せ
ん
し
ゅ
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３
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ま
わ
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な
と

き
た
ま
え
ぶ
ね

せ
ん
し
ゅ
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井上 裕太
酒田市政策参与。㈱ANA総
合研究所から派遣され「酒
田の魅力発信事業」の中心
的な存在として活動する。心
優しき、ラガーマン。

清野 誠
（公財）本間美術館事務
長。北前船に関する知見
を惜しみなく提供し、日
本遺産認定に貢献した。
座右の銘は愚公移山。

庄司 英一
市観光振興課
観光交流主査

野村 莉可
市社会教育文化課
文化財係主任

◆日和山公園
船乗りたちが出港前
に天候を見た場所。
常夜灯や方角石が
現存する。

◆本間氏別邸庭園 （鶴舞園）
各地から北前船によって運ばれた銘石で造られた庭園。
冬期間の港湾労働者の失業対策として築造された。

◆旧鐙屋
北前船で財をなした総合商社
「鐙屋」の店舗、家屋。

◆酒田山王祭祭礼用亀笠鉾
本間家三代光丘が京都の人形師に作らせ、北前船で運ばれた笠鉾。

◆酒田袖之浦・小屋之浜之図 ◆塞道絵幕（大壽和里大祭事）－酒井侯御安堵祝宴－
北前船で繁栄を極めた酒田港の様子が描かれた絵図と幕絵。

◆相馬屋主屋 ◆山王くらぶ
北前船の船主や商人たちが
利用した料亭。

◆雛めぐり
北前船で運ばれたとされる贅を尽くした
雛人形を見て回る風習。

日本遺産について
詳しくは、酒田市
ホームページを参
照してください。

　日本遺産認定を皮切りに、2020
年東京五輪・パラリンピックのホスト
タウンや外航クルーズ船の寄港も活
用しながら、どんどん酒田の魅力を国
内外に発信していきます！市民の皆さ
んも魅力という名の北前船に帆を張
り、一緒に「はっしん」しましょう！

特集 異空間へ誘う北前船

　

教
え
て

日
本
遺
産

Ｑ
Ａ
＆

　
北
前
船
と
い
う
形
の
船
は
あ

り
ま
せ
ん
。
北
前
船
は
ス
ピ
ー

ド
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
荷
物
を

運
ぶ
こ
と
を
重
視
し
て
い
て
、

弁
才
船
と
呼
ば
れ
る
形
の
船
が

主
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
北
前
船
」っ
て
船
の
形
を

指
す
言
葉
で
は
な
い
の
？

Ｑ

▲酒田柳小路屋台村「北前横丁」
に展示されている15分の1スケー
ルの弁才船

さかいこうごあんどしゅくえん

異
空
間
の
入
り
口

―

酒
田
の
日
本
遺
産
構
成
文
化
財―

◆本間家本邸
北前船で財をなした豪商・本間家の旧邸宅。

「
日
本
遺
産
っ
て

　
よ
く
わ
か
ら
な
い…

」

そ
ん
な
あ
な
た
に

私
た
ち
が
お
答
え
し
ま
す
。

もっと知りたい!!

買
い
積
み
方
式
っ
て
？

Ｑ
　
最
大
の
特
徴
は
「
買
い
積
み
方
式
」
に
よ
っ
て
利
益
を

あ
げ
た
船
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
で
い
う
動
く
総
合
商

社
で
す
。

北
前
船
の
特
徴
っ
て
な
に
？

　
地
域
間
の
価
格
差
を
利
用
し
て
も
う
け
る
方
法
の
こ
と
。

例
え
ば
北
日
本
（
北
前
）
で
大
量
に
と
れ
る
鯡
を
安
く
買

い
、
西
日
本
で
綿
の
肥
料
と
し
て
高
く
売
る
。
そ
し
て
西

日
本
で
安
く
仕
入
れ
た
綿
の
衣
類
を
北
日
本
で
高
く
売
る

と
い
う
よ
う
に
、
地
域
の
特
徴
を
捉
え
て
莫
大
な
富
を
生

み
出
し
ま
し
た
。

に
し
ん

Ｑ
　
世
界
遺
産
は
、
文
化
や
自
然
の
保
護
が
目
的
な
の
に
対

し
て
、
日
本
遺
産
は
文
化
財
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
を

目
的
に
つ
く
ら
れ
た
制
度
。
名
前
は
似
て
い
ま
す
が
目
的

が
違
う
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
遺
産
の
次
は
世
界
遺
産
？

Ｑ
　
国
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
11
市
町
共
通
ガ
イ
ド
な
ど
の

人
材
育
成
、
広
域
観
光
ル
ー
ト
作
成
な
ど
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
は
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
日
本
遺
産
を
地
域
活

性
化
に
繋
げ
る
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
商
売
や
お
も
て
な
し
な
ど
日
本
遺
産
を
活
用
し
て
、

ど
ん
ど
ん
酒
田
を
元
気
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
？

Ｑ

お す わ り だいさいじさいどうまくえ

ぐ こう い ざん
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8

酒田の旬な出来事をまとめて紹介。
あの日あの時の話題を振り返ります。

かがり火に照らされて

　羽州庄内松山城薪能が、松山歴史公
園多目的広場で行われ、狂言「鬼清水」、
能「屋島」が上演されました。会場には
約160人の観客が訪れ、大手門を背に
した幽玄な世界を堪能しました。

6/10

小牧川清掃ボランティア

　小牧川沿いの自治会や企業、行政機
関など28団体、約160人が小牧川の草
刈りなど清掃ボランティアを行いまし
た。この活動は、小牧川の環境を保全す
る住民グループ「ほたるに逢

あ

える小牧
川の会」の呼び掛けで毎年継続して行
われています。

6/18

より強固に、繋がる連携・
交流の輪

　東京都北区で「北区友好都市交流協
定締結20周年イベント」が行われまし
た。群馬県甘楽町・中之条町も参加し、
4都市の魅力をＰＲしました。4都市
は「友好都市間連携・交流の推進に関す
る覚書」を取り交わし、今後連携と交流
を深めていきます。

6/11

オリンピック・パラリンピック
ホストタウンをきっかけに

　ニュージーランドのスティーブン・
ペイトン駐日大使が本市を訪れました。
東北公益文科大学で日本とニュージー
ランドの歴史に関する基調講演を行っ
た後、市民と交流しながら酒田の街を
散策し、湊

みなと

町の文化に触れました。今後
もスポーツや教育などを通した交流を
続けていきます。

6/17～18

お母さん・お父さんを
「ぎゅっと」サポート

　酒田市子育て世代包括支援センター
「ぎゅっと」のオープニングセレモニー
が行われました。ぎゅっとには専門知
識を持った母子保健コーディネーター
が常駐し、妊娠から出産、子育て中のみ
なさんを切れ目なくサポートします。

6/16 

酒田大火を復興の参考に

　昨年12月に大規模火災が起きた新
潟県糸魚川市の糸魚川地区区会長14
人が酒田市長を表敬訪問しました。そ
の後、酒田の復興を自らのまちづくり
の参考とすべく、大火から再建した商
店街などを視察しました。

6/20
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防火の誓いを新たに

　北港緑地公園で酒田市消防団春季消
防演習が行われました。約1,100人の
消防団員が規律訓練、応急手当訓練な
ど災害に備えた訓練を行い、日頃の消
防活動に対する士気を高めました。

5/28

女性が活躍するまちに

　第1回酒田市女性活躍推進懇話会が
開催されました。この懇話会は、職場に
おける男女共同参画の推進について意
見交換を行い、市政に反映していくも
ので、今回は就職や子育てに関する現
状や課題を共有しました。今後4回開
催し、女性が働きやすいまちになるよ
うに取り組んでいきます。

6/16

災害発生時に備えて

　県葬祭業協同組合と、災害発生時の
遺体搬送などの協力に関する協定を締
結しました。同組合とは、平成15年に
葬祭用品の確保に関する協定を結んで
おり、東日本大震災の状況を受けて、よ
り具体的な内容にし、再度協定を結び
直したものです。

5/30

酒田の未来を考える

　市民の思いを形にし、市の事業に反
映する「元気みらいワークショップ」が
今年度も始まりました。初回はメンバ
ーの自己紹介から始まり、和やかな雰
囲気の中で酒田のいいところ・困った
ところを出し合いました。

6/17

危機に備える

　西荒瀬地区で弾道ミサイルを想定し
た住民避難訓練が行われ、約550人が
参加しました。この訓練では、あらかじ
め避難場所を定めず、参加者がその場
で避難場所、避難方法を判断し、丈夫な
建物に入ったり、地面に伏せたりと臨
機応変に対応しました。

6/9

水害に備え、
本番さながらに

　最上川河川敷で酒田市水防訓練が行
われました。集中豪雨に伴い最上川が
増水し、堤防に亀裂が発生したという
想定のもと、参加した水防隊員たちは、
堤防の決壊を防ぐためのさまざまな工
法を演習。土のうを積んだり、杭を打っ
たりする作業を真剣な表情で行ってい
ました。

6/18
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お知らせいろいろ月7
Sakata nformation

市
政
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

６
時
30
分

場
所
／
市
定
期
航
路
事
業
所

対
象
／
18
歳
以
上
の
方

定
員
／
40
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

費
用
／
無
料

申
し
込
み
／
７
月
５
日
㈬
（
必
着
）
ま

で
、
往
復
は
が
き
に
電
話
番
号
、
住
所
、

乗
船
人
数
（
は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人

ま
で
）、
乗
船
者
氏
名
、
年
齢
、
性
別

を
記
入
し
、
〒
９
９
８
‐
０
０
３
６ 

酒

田
市
船
場
町
二
丁
目
５
‐
15 

山
形
県
港

湾
事
務
所
へ

海
水
浴
場
オ
ー
プ
ン

【
①
宮
海
海
水
浴
場
】

期
間
・
時
間
／
７
月
15
日
㈯
～
８
月

15
日
㈫・午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
②
浜
中
あ
さ
り
海
水
浴
場
】

期
間
・
時
間
／
７
月
15
日
㈯
～
８
月

16
日
㈬・午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
③
飛
島
海
水
浴
場
】

期
間
／
７
月
16
日
㈰
～
８
月
16
日

㈬・午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
①
②
共
通
】

清
掃
協
力
金︵
駐
車
料
金
︶／
普
通
車

７
０
０
円
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス（
11
人
以

上
）１
千
２
０
０
円
、大
型
車
１
千
４

０
０
円
、オ
ー
ト
バ
イ
３
０
０
円

テ
ン
ト
設
置
料
／
小
５
０
０
円
、大

１
千
円

３
時
（
荒
天
時
一
部
入
場
制
限
）

場
所
／
酒
田
北
港
緑
地
展
望
台

内
容
／
酒
田
灯
台
の
光
源
の
見
学
、
全

国
の
著
名
な
灯
台
の
写
真
や
灯
台
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
展
示
、
海
上
保
安
業

務
説
明
パ
ネ
ル
の
展
示
ほ
か

費
用
／
無
料

申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

◆
混
雑
時
は
屋
上
へ
の
入
場
を
制
限
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
で
の
入
場
と
し
ま
す
。

２
０
１
７
発
見
！
酒
田
み
な
と
の
探
検
隊

日
時
／
７
月
15
日
㈯
午
後
１
時
40
分
～

６
時
30
分（
荒
天
時
は
内
容
を
一
部
変
更
）

場
所
／
酒
田
港
周
辺

対
象
／
小
学
生
と
保
護
者

定
員
／
30
組（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容
／
み
な
と
学
習
、
波
消
し
ブ
ロ
ッ

ク
お
絵
か
き
体
験
、
酒
田
港
ク
ル
ー
ズ

費
用
／
無
料

申
し
込
み
／
７
月
５
日
㈬
（
必
着
）
ま

で
、
電
話
番
号
、
住
所
と
参
加
者
の
氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別
を
記
入
し
、
〒

９
９
８
‐
０
０
３
６ 

酒
田
市
船
場
町
二

丁
目
５
‐
15 

山
形
県
港
湾
事
務
所
へ 

FAX
２
２
‐５
２
１
６ 

*ykow
an@

pref.
yam

agata.jp

「
定
期
船
と
び
し
ま
」
に
よ
る

酒
田
港
ク
ル
ー
ズ
（
荒
天
時
中
止
）

日
時
／
７
月
15
日
㈯
午
後
５
時
30
分
～

テ
ン
ト
前

対
象
／
６
歳
以
上
（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

定
員
／
各
便
12
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

費
用
／
無
料

申
し
込
み
／
７
月
10
日
㈪
（
必
着
）
ま

で
希
望
便
名
（
第
３
希
望
ま
で
）、
乗

船
者
全
員
（
１
組
３
人
ま
で
）
の
氏

名
、
住
所
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
載
し
、
〒
９
９
８
‐
０
０
６
１ 
酒

田
市
光
ケ
丘
五
丁
目
20
‐
17 

国
土
交
通

省
酒
田
港
湾
事
務
所
へ
往
復
は
が
き
ま

た
は 

FAX
３
５
‐
２
１
４
１ 

*pa.thr-i-
sakata@

m
lit.go.jp

酒
田
灯
台
の
一
般
公
開

日
時
／
７
月
17
日
㈷
午
前
10
時
～
午
後

２
０
１
７
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ま
つ
り

場
所
／
酒
田
港
本
港
地
区
（
酒
田
海
洋

セ
ン
タ
ー
周
辺
）

【
前
夜
祭
﹁
イ
カ
し
た
浜
焼
き�i

イ
ン

n�
み
な

と
オ
ア
シ
ス
カ
フ
ェ
﹂】

日
時
／
７
月
29
日
㈯
午
後
４
時
30
分
～

６
時
30
分
（
荒
天
時
は
内
容
を
一
部
変

更
）

内
容
／
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
タ
ヒ
チ
ア
ン

ダ
ン
ス
鑑
賞

【
酒
田
み
な
と�

イ
カ
し
た
！
ま
つ
り
】

日
時
／
７
月
30
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時
（
荒
天
時
は
内
容
を
一
部
変
更
）

内
容
／
酒
田
版s

シ
ー

ea

級
グ
ル
メ
人
気
コ

ン
テ
ス
ト
、「
２
０
１
７
ミ
ス
ポ
ー
ト

オ
ブ
酒
田
」
の
発
表
、
船
の
一
般
公
開
、

み
な
と
カ
ヤ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
な
ど

乗
っ
て
！
知
っ
て
！
さ
か
た
港

期
日
／
７
月
30
日
㈰
（
荒
天
時
中
止
）

内
容
／
国
土
交
通
省
業
務
艇「
み
ず
ほ
」

に
よ
る
海
上
見
学
と
陸
上
か
ら
の
見
学

集
合
／
酒
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
西
側
特
設

問�【
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ま
つ
り
】市
商
工
港
湾
課
港
湾
空
港
係 

☎
２
６
‐
５
７
５
８

【
乗
っ
て
！
知
っ
て
！
さ
か
た
港
】 

国
土
交
通
省
酒
田
港
湾
事
務
所 

☎
３
３
‐
６

３
１
４ 

【
酒
田
灯
台
一
般
公
開
】酒
田
海
上
保
安
部 

☎
２
４
‐
０
０
５
５ 

【
酒
田

み
な
と
の
探
検
隊
、酒
田
港
ク
ル
ー
ズ
】山
形
県
港
湾
事
務
所 

☎
２
６
‐
５
６
３

６ 
【
海
水
浴
場
オ
ー
プ
ン
】市
観
光
振
興
課
観
光
交
流
係 

☎
２
６
‐
５
７
５
９

海
の
日
関
連
事
業

夏
だ
！
海
だ
！
み
な
と
へ
行
こ
う
！

便名 見学時間

1便 午前8時55分
～10時05分

2便 午前9時15分
～10時25分

3便 午前10時25分
～11時35分

4便 午前10時45分
～11時55分

5便 午後1時
～2時10分

6便 午後1時20分
～2時30分
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た
は
各
総
合
支
所
建
設
産
業
課
へ
。
申

込
書
は
窓
口
で
記
入
し
、
そ
の
場
で
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
申
込
書
、
応
募
の
手
引
き
は
市
建
築

課
と
各
総
合
支
所
建
設
産
業
課
に
あ
り

ま
す
。

◆
抽
選
の
際
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
高
齢

者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
な
ど
は
優
先

措
置
（
２
回
抽
選
）
が
あ
り
ま
す
。

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯 

25
万
９
千
円

以
下
）
に
適
合
す
る
方
▼
入
居
日
／
８

月
18
日
㈮
▼
家
賃
／
収
入
に
よ
る
▼
敷

金
／
家
賃
３
か
月
分
▼
申
し
込
み
／
７

月
６
日
㈭
～
12
日
㈬
の
平
日
に
申
込
書

を
市
役
所
５
階
建
築
課
公
営
住
宅
係
ま

資
格
／
本
市
在
住
か
本
市
に
勤
務
先
が

あ
り
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
現

在
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
て
、
収
入
が
公
営
住
宅
法
の

基
準
（
一
般
世
帯 

15
万
８
千
円
以
下
、 

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
中
学
校
卒
業
前

羽
田
空
港
発
着

働
く
世
代
向
け
！
さ
か
た
産
業

フ
ェ
ア
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

問�【
同
フ
ェ
ア
に
関
す
る
こ
と
】市
商
工
港
湾
課
雇

用
対
策
係 

☎
２
６
‐
５
７
５
７ 

【
ツ
ア
ー
に
関

す
る
こ
と
】庄
交
ト
ラ
ベ
ル 

☎
２
４
‐
４
２
２
１

　

本
市
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
進
す

る
た
め
、
さ
か
た
産
業
フ
ェ
ア
な
ど
を

見
学
す
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
家

族
や
知
人
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
に
、

ぜ
ひ
参
加
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

期
日
／
９
月
30
日
㈯
～
10
月
１
日
㈰

（
１
泊
２
日
）

対
象
／
本
市
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
希

望
す
る
20
歳
～
60
歳
の
方

定
員
／
20
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用
／
１
万
５
千
円
（
交
通
費
、
宿
泊

費
、
食
事
代
込
み
）

申
し
込
み
／
７
月
３
日
㈪
～
８
月
17
日

㈭
に
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
〒
９
９
８
‐
０
０
２
３ 

酒
田
市
幸

町
二
丁
目
11
‐
２ 

庄
交
ト
ラ
ベ
ル
酒
田

営
業
所
へ 

FAX
２
２
‐３
１
５
３ 

*ana_
plaza_sakata@

shoko-corpo.jp

◆
申
込
用

紙
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま

す
。

問
市
建
築
課
公
営
住
宅
係 

☎
２
６
‐
５
７
４
７

市
営
住
宅
・
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

●市営住宅

◆収入月額が158,000円を超え259,000円以下の方を対象にしたファミリー向けの住宅です。

募集住宅 所在地 募集戸数 畳数・階数等
松境住宅 ※1 北千日町 1 6・6・6・DK　1階 Ⓟ
第二松境アパート 北千日町 1 6・6・4.5・K　2階 Ⓟ
第二松境アパート 北千日町 1 6・6・4.5・K　2階 Ⓟ
松境北第一アパート 北千日町 1 6・6・6・DK　2階 Ⓟ
松境北第二アパート ※1 北千日町 1 6・6・6・DK　1階 Ⓟ
住吉住宅 光ケ丘一丁目 1 4.5・4.5・3・K　1階
新橋二丁目第二アパート 新橋二丁目 1 6・4.5・3・K　3階 Ⓟ
千日住宅 住吉町 1 6・3・DK　1階
千日住宅 ※2 住吉町 1 6・3・DK　1階
新橋五丁目住宅 新橋五丁目 1 6・3・DK　1階 Ⓟ
第三川南アパート 若宮町一丁目 1 6・6・4.5・K　3階 Ⓟ
第四川南アパート 若宮町一丁目 1 6・6・4.5・K　4階 Ⓟ
第五川南アパート 若宮町一丁目 1 8・6・4.5・DK　1階 Ⓟ
若宮第三住宅 若宮町二丁目 1 6・6・6・DK　1階 Ⓟ
光ケ丘第一アパート 光ケ丘二丁目 1 6・6・4.5・K　2階 Ⓟ
光ケ丘第二アパート 光ケ丘二丁目 1 6・6・4.5・K　2階 Ⓟ
富士見町第二アパート 富士見町一丁目 1 6・6・4.5・K　1階 
港南第一アパート 入船町 1 8・4.5・LDK　2階 Ⓟ
港南第二アパート 入船町 1 6・6・4.5・DK　4階 Ⓟ
港南第三アパート 入船町 1 6・6・4.5・DK　4階 Ⓟ
大町第六アパート 東大町三丁目 1 7.5・6・6・DK　4階 Ⓟ
大町第七アパート 東大町三丁目 1 6・6・6・DK　4階 Ⓟ
旭新町第二アパート 旭新町 1 6・6・4.5・DK　1階 Ⓟ
旭新町第三アパート 旭新町 1 6・6・6・DK　3階 Ⓟ
旭新町第四アパート ※1 旭新町 1 10・6・DK　1階 Ⓟ
旭新町第四アパート 旭新町 1 6・6・6・DK　3階 Ⓟ
旭新町第五アパート ※1 旭新町 1 10・6・DK　1階 Ⓟ
静ケ台第一アパート 光ケ丘一丁目 1 6・6・DK　1階 Ⓟ
小泉団地 小泉字道南 1 6・6・4.5・K　1階 Ⓟ
片町住宅 字片町 1 8・6・DK　1階
飛鳥第一団地 飛鳥字契約場 1 8・6・6・LDK　1階 Ⓟ
仁助新田団地 北俣字仁助新田 1 6・6・6・LDK　1階 Ⓟ
砂越粕町団地 砂越字粕町 1 6・6・4.5・LDK　1階 Ⓟ

募集住宅 所在地 募集戸数 畳数・階数等
八森団地 市条字上川原 1 8・6・6・LDK　1階 Ⓟ
松山サンハウス 字山田 1 8・8・6・6・DK　1階 Ⓟ

K＝台所　D＝食事室　L＝居間　Ⓟ＝駐車場1台有り

●公共賃貸住宅

※1�高･介･障：65歳以上の高齢者、要介護認定者、障がい者（身体障害者手帳1・2級、精神障害
者保健福祉手帳1級、療育手帳A）がいる世帯（単身不可）
※2�単身用：60歳以上の方、障がい者(身体障害者手帳1～4級、精神障害者保健福祉手帳1～3級)
の方、生活保護受給者（住宅扶助を受けている方を除く）の方など



12

お知らせいろいろ月7
Sakata nformation

ペ
ー
ジ
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
口

座
振
替
の
申
し
込
み
（
新
規
・
変
更
）

が
で
き
る
「
市
税
等
Ｗウ

ェ

ブ

ｅ
ｂ
口
座
振
替

受
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
申
し
出
が
あ
れ

ば
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
振
替
口
座
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

口
座
振
替
の
方
は
納
税
通
知
書
が
届

い
た
ら
、
振
り
替
え
す
る
口
座
登
録
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
振
替
口
座

を
変
更
す
る
場
合
な
ど
は
、
早
め
に
金

融
機
関
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
荘
内
銀
行
、
山
形
銀
行
、
北
都

銀
行
に
個
人
口
座
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
市
の
ホ
ー
ム

●
被
災
や
生
活
困
窮
者
へ
の
減
免

　

災
害
や
生
活
の
困
窮
な
ど
に
よ
り
国

保
税
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
申
請
に

よ
り
、
減
免
な
ど
の
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
離
職
に
よ
る
軽
減

　

平
成
24
年
３
月
31
日
以
降
に
、
倒

産
・
解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
り
離

職
し
た
方
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
、
申
告
に
よ
り
国
保
税
が
軽
減
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
下
表
参
照
）。

期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を

●
納
付
方
法
と
納
付
期
限

　

国
保
税
は
、
原
則
と
し
て
１
年
分
を

７
月
末
か
ら
翌
年
の
２
月
末
ま
で
、
８

回
の
納
期
に
分
け
て
、
納
付
書
か
口
座

振
替
で
納
め
ま
す
。
納
付
が
遅
れ
る
と

督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
た
め
、
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
勧
め
て
い
ま
す
。

●
﹁
特
別
徴
収
﹂
の
世
帯

　

世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
あ
り
、
国

保
の
被
保
険
者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳

未
満
の
世
帯
で
一
定
の
条
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
国
保
税
を
世
帯
主
が
受
給

す
る
年
金
か
ら
差
し
引
く「
特
別
徴
収
」

　

本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下

「
国
保
税
」）
の
納
税
通
知
書
を
７
月
中

旬
に
世
帯
主
の
方
へ
送
付
し
ま
す
。

国
保
税
の
税
率
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国

保
」）
は
、
被
保
険
者
数
の
減
少
な
ど

に
よ
る
国
保
税
の
減
収
や
、
一
人
当
た

り
の
医
療
費
の
伸
び
な
ど
が
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
本
年
度
は
、
基
金
の
活
用
な

ど
に
よ
り
財
政
運
営
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
税
率
の
変
更
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
軽
減
判
定
基
準
の
改
正
に
関
し
て
詳

し
く
は
、
本
紙
６
月
16
日
号
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
国
保
税
の
試
算

が
で
き
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
減
や
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

●
所
得
に
よ
る
軽
減

　

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

均
等
割
と
平
等
割
の
金
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
本
年
度
は
５
割
・
２
割
軽
減
の

判
定
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
な
お

軽
減
判
定
は
、
世
帯
主
と
国
保
加
入
者
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
移
行
者
の
前
年

所
得
の
合
計
額
で
行
い
ま
す
。

問�【
制
度
全
般
】市
国
保
年
金
課
国
保
係 

☎
２
６
‐
５
７
２
７
、【
課
税
内
容
】市
税
務

課
税
制
係 

☎
２
６
‐
５
７
１
１
、【
納
税
】市
納
税
課
納
税
係 

☎
２
６
‐
５
７
１
９

国
民
健
康
保
険
税
の
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●倒産・解雇・雇い止めなどによる離職者の国保税の軽減制度

対象

次の全てに該当する方
①�雇用保険受給資格者証の離職年月日が平成24年3月
31日以降の方
②離職時に65歳未満の方
③�雇用保険受給資格者証の離職理由コードが11、12、
21、22、23、31、32、33、34のいずれかに該当
する方

軽減内容
国保税および高額療養費などの所得区分判定の際、対象
者本人の前年の給与所得を100分の30とみなして算定
（給与所得以外は対象外）

軽減適用期間

平成28年3月31日～平成29年3月30日離職
　→平成28・29年度
平成29年3月31日～平成30年3月30日離職
　→平成29・30年度
◆平成24年3月31日～平成28年3月30日に離職し、上
記対象の②③に該当する方で申告していない場合は、さ
かのぼって申告することができます。

申告
場所／市税務課、市国保年金課、各総合支所地域振興課
持ち物／雇用保険受給資格者証（最新のもの）、国民健
康保険被保険者証、印鑑 ▲市税等Web口座

振替受付サービス

口
座
振
替
は

こ
こ
か
ら
だ
の
ん



13 酒田市広報・私の街さかた・2017.7.1

 ● 市政ピックアップ

収
へ
の
切
り
替
え
は
、
資
格
取
得
後
６

か
月
～
８
か
月
か
か
る
た
め
、
最
初
は

普
通
徴
収
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
を
無
く
す
る
た
め
に
も
、
便

利
な
口
座
振
替
を
勧
め
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
期
別
保
険
料
額
の
調
整

　

平
成
29
年
度
分
の
介
護
保
険
料
年
額

が
決
定
し
、
今
後
は
、
こ
の
決
定
額
か

ら
す
で
に
納
付
さ
れ
た
４
月
、
６
月
分

を
差
し
引
い
た
額
を
、
８
月
・
10
月
・

12
月
・
平
成
30
年
２
月
の
４
回
に
分
け

て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年

度
も
、
８
月
か
ら
の
４
回
で
調
整
す
る

こ
と
に
よ
り
、
各
年
金
支
給
月
で
の
徴

収
額
を
均
一
化
し
て
い
ま
す
。

問
市
介
護
保
険
課
事
業
管
理
係

　

☎
２
６
‐
５
３
６
３

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　

本
年
度
の
介
護
保
険
料
の
年
額
決
定

通
知
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
期

限
内
の
納
付
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
老
齢

年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
の
額
が

年
額
18
万
円
以
上
の
方
が
、
年
金
か
ら

の
引
き
去
り
に
よ
り
納
付
す
る
特
別
徴

収
と
、
年
金
か
ら
引
き
去
り
で
き
な
い

方
が
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付

す
る
普
通
徴
収
と
が
あ
り
ま
す
。

　

年
度
の
途
中
で
新
た
に
65
歳
に
な
っ

た
方
や
本
市
に
転
入
し
た
方
の
特
別
徴

支
払
い
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
老
齢
年
金
、

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
の
額
が
年
額
18

万
円
以
上
の
方
が
年
金
か
ら
の
引
き
去

り
で
納
付
す
る
特
別
徴
収
と
、
年
金
か

ら
引
き
去
り
で
き
な
い
方
が
年
８
期
に

分
け
て
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納

付
す
る
普
通
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

　

年
度
途
中
、
新
た
に
75
歳
に
到
達
し

た
方
や
本
市
に
転
入
し
た
75
歳
以
上
の

方
の
特
別
徴
収
へ
の
切
り
替
え
は
、
資

格
取
得
後
６
か
月
～
８
か
月
か
か
る
た

め
、
最
初
は
普
通
徴
収
で
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
を
な
く
す
た

め
に
も
、
口
座
振
替
を
勧
め
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
金
融
機
関
で
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
同
課
に
問
い
合
わ
せ
て
だ
さ
い
。

問
市
介
護
保
険
課
高
齢
者
医
療
係 

　

☎
２
６
‐
５
７
２
９

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　

本
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
以
下
「
保
険
料
」）
の
決
定
通
知
（
普

通
徴
収
の
場
合
は
納
付
書
も
同
封
）
を

７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
期
限
内
の

納
付
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
を
据
え
置
き
ま
す

　

保
険
料
は
、
医
療
費
の
伸
び
や
加
入

者
数
の
伸
び
な
ど
の
動
向
な
ど
か
ら
、

２
年
毎
に
保
険
者
で
あ
る
山
形
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
見
直
し
を
行

い
ま
す
。
本
年
度
は
保
険
料
の
改
定
は

せ
ず
、
平
成
30
年
度
に
見
直
す
予
定
で

す
。

保
険
料
の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す

　

保
険
料
は
所
得
割
額
と
均
等
割
額
と

の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。
ま
た
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
所
得
割

額
と
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
本

年
度
は
均
等
割
額
の
５
割
軽
減
と
２
割

軽
減
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
被
用
者
保
険
（
国
民
健
康
保
険
や

国
民
健
康
保
険
組
合
を
除
く
）
の
被
扶

養
者
だ
っ
た
方
の
本
年
度
の
保
険
料
は
、

年
額
１
万
２
千
５
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

◆
保
険
料
試
算
、
軽
減
制
度
は
下
表
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●平成29年度の保険料
保険料＝所得割額（（前年の所得－330,000円）×8.58％）
　　　　　　＋均等割額41,700円／年
◆賦課される保険料の限度額は570,000円です。
●保険料軽減制度
【所得割額軽減】

対象者 軽減内容
加入者本人の所得が910,000円以下 2割軽減

【均等割額軽減】
総所得金額の区分※ 軽減内容（軽減後の年額）

330,000円
以下の世帯

加入者全員が年金収入800,000円
以下（他の所得なし） 9割軽減（4,170円）

上記以外 8.5割軽減（6,255円）
330,000円+（270,000円×加入者数）以下 5割軽減（20,850円）
330,000円+（490,000円×加入者数）以下 2割軽減（33,360円）
※世帯主と被保険者の所得の合計

世
帯
の
所
得
で
判
定

å
ç
∫
ç
∂

●あなたの介護保険料は？ 所得段階
区分

保険料
年額

第１段階 36,600円
（基準額×0.50）

第２段階 51,240円
（基準額×0.70）

第３段階 54,900円
（基準額×0.75）

第４段階 69,540円
（基準額×0.95）

第５段階 73,200円
（基準額）

第６段階 87,840円
（基準額×1.20）

第７段階 95,160円
（基準額×1.30）

第８段階 109,800円
（基準額×1.50）

第９段階 124,440円
（基準額×1.70）

第10段階 139,080円
（基準額×1.90）

生活保護を受給している

老齢福祉年金を受給している

合計所得金額と課税年金収入額の
合計が80万円以下である

合計所得金額と課税年金収入額の
合計が120万円以下である

合計所得金額と課税年金収入額の
合計が80万円以下である

市民税を
納めている

同じ世帯に市民税を納めている人がいる

合計所得金額が120万円未満である

合計所得金額が190万円未満である

合計所得金額が290万円未満である

合計所得金額が400万円未満である

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はいはい

はい
はい

はい

はい

はい
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お知らせいろいろ月7
Sakata nformation

地
区

氏
名

地
区

氏
名

琢
成

冨
樫
千
賀
子

中
平
田
田
中　

修
一

浜
田

豊
田　

晴
男

北
平
田
堀　

賀
津
志

若
浜

蘆
田　

厚
子

上
田

島
田　
　

信

富
士
見
吉
田　

雅
樹

本
楯

佐
藤　

清
志

亀
ケ
崎
佐
々
木
和
資

南
遊
佐
斎
藤　

純
市

松
原

髙
橋　

文
利

一
條

大
瀧　

雅
士

港
南

和
嶋　

浩
章

観
音
寺
古
田　

直
子

松
陵

髙
橋　
　

進

大
沢

池
田　

和
晃

泉

庄
司　

敏
幸

日
向

佐
藤　
　

訓

飛
島

澁
谷　
　

聡

松
嶺

布
施　

久
雄

西
荒
瀬
祢
津　

正
樹

南
部

佐
藤　
　

勉

新
堀

髙
橋　

基
義

山
寺

齋
藤　

武
生

広
野

齋
藤　
　

均

内
郷

佐
藤　

清
隆

浜
中

高
橋　
　

誠

田
沢

後
藤　
　

幸

黒
森

佐
藤　
　

光

東
陽

佐
藤　

善
仁

十
坂

鈴
木　

信
廣

郡
鏡
・

山
谷

富
樫　
　

進

宮
野
浦
村
形　

廣
昭

南
平
田
小
野　

和
人

東
平
田
渋
谷　

弘
明

砂
越
・

緑
町

東
海
林　

誠

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
追
納
し
た
期
間

の
保
険
料
は
「
全
額
納
付
」
と
し
て
算

定
さ
れ
ま
す
。
追
納
を
希
望
す
る
場
合

は
市
役
所
１
階
国
保
年
金
課
ま
た
は
年

金
事
務
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
や
失

業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
承
認
さ

れ
ま
す
。
ま
た
免
除
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
に
含
ま

れ
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
の
方
（
学
生
を
除
く
）
で
、

本
人
、
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
な
ど

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
承
認

さ
れ
ま
す
。

　

納
付
を
猶
予
し
た
期
間
は
、
受
給
資

格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

追
納
す
れ
ば
年
金
が
増
え
ま
す

　

保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
と
比
べ
、

将
来
受
け
取
る
年
金
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
補
う
た
め
に
、
免
除
な
ど

の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
に
つ

い
て
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
制

度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
分
の
免
除
申
請

対
象
保
険
料
／
７
月
分
～
平
成
30
年
６

月
分

受
付
期
間
／
７
月
３
日
㈪
～
平
成
32
年

７
月
31
日
㈮

受
け
付
け
／
市
役
所
１
階
国
保
年
金
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

持
ち
物
／
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
失
業
な

ど
に
よ
る
申
請
の
方
は
、
離
職
票
ま
た

は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し

（
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
い
ず
れ

か
失
業
し
た
人
の
も
の
）

◆
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

◆
同
居
し
て
い
る
家
族
が
代
理
申
請
す

る
場
合
は
、
代
理
人
の
身
分
証
と
申
請

者
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

免
除
制
度

　

免
除
に
は
「
全
額
免
除
」
と
、
保
険

料
の
一
部
を
納
付
す
る
「
一
部
免
除
」

が
あ
り
ま
す
。

問
市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係 

☎
２
６
‐
５
７
２
８

　

鶴
岡
年
金
事
務
所 

☎
０
２
３
５
‐
２
３
‐
５
０
４
０

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
の
申
請

●免除が承認された場合の免除額と保険料（平成29年度の月額保険料）

　 全額免除
一部免除

納付猶予
４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

免除額 16,490円 12,370円 8,240円 4,120円 16,490円

保険料 0円 4,120円 8,250円 12,370円 0円

青
少
年
が
い
き
い
き
と
育
つ
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す

青
少
年
育
成
推
進
員
の
紹
介

問
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
‐
２
９
０
１
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協
力
し
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
資
質
や

能
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
一
定
の
学
校

規
模
の
確
保
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
市
民
や
有
識
者
で

構
成
さ
れ
る
小
・
中
学
校
学
区
改
編
審

議
会
の
答
申
を
受
け
て「
酒
田
市
立
小･

中
学
校
の
学
校
規
模
に
関
す
る
基
本
方

針
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
、
学
校
と
協
力

し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
規
模
に
関
す
る
基
本
方
針

　

変
化
の
激
し
い
社
会
に
対
応
で
き
る

力
を
身
に
付
け
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち

は
、
多
様
な
考
え
に
触
れ
、
認
め
合
い
、

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
行
政
に

関
す
る
諸
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
、

就
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
数
や
通
学

区
域
ご
と
の
出
生
数
を
も
と
に
、
今
後

６
年
間
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
数

お
よ
び
学
級
数
を
推
計
し
た
「
教
育
人

口
統
計
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

推
計
の
概
要
（｢

小
中
学
校
別 
児
童
・

生
徒
数
、
学
級
数
の
推
計｣

参
照
）

　

５
月
１
日
現
在
の
児
童
・
生
徒
数
は
、

小
学
校
が
４
千
８
１
９
人
、
中
学
校
が

２
千
７
７
３
人
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、

６
年
後
の
平
成
35
年
の
小
学
校
の
児
童

数
は
、
約
14
・
６
㌫
減
少
し
、
４
千
１

１
５
人
に
な
り
、
学
級
数
も
18
減
少
し
、

４
校
で
複
式
学
級
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
中

学
校
の
生
徒

数
は
、
約

14
・
１
㌫
減

少
し
、
２
千

３
８
３
人
に

な
り
、
学
級

数
が
９
減
少

す
る
見
込
み

で
す
。

平
成
29
年
度

児
童
・
生
徒
数
お
よ
び
学
級
数
の
推
計
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
市
教
育
委
員
会
企
画
管
理
課
学
区
改
編
推
進
室 

☎
２
６
‐
５
６
２
７

酒田市立小･中学校の学校規模に関する基本方針
（平成19年2月26日）

１　学校規模に関する基本的な考え
　⑴小学校、中学校の標準学校規模は12〜18学級
　⑵複式学級の解消に努める
　⑶過大規模校（31学級以上）は設置しない
２　当面存続する規模
　⑴小学校　①学校規模／児童数100人程度以上を確保
　　　　　　②学級規模／1学級15人程度以上を確保
　⑵中学校　①学校規模／生徒数270人程度以上を確保
　　　　　　②学級規模／1学年3学級以上を確保
３　配慮事項

　学区の改編を進める際は、地域住民と十分な時間をかけて話し
合い、理解と合意のもとに進める。

◦平成29年度分は、学級編制表（平成29年5月1日）による　◦平成30年度以降の推計は、29年度学級編制の数字に住民基本台帳（平成29年3月31日現在）の人数を加
味して算出　◦学級数は、国の少人数学級制度の現状維持および教育山形「さんさん」プランの継続を前提に算出　◦特別支援学級の学級数は加味しないで算出

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度
児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

小　
　
　

学　
　
　

校

琢 成 小 180 7 184 7 160 6 151 6 152 6 149 6 160 6 
浜 田 小 218 8 205 8 208 7 212 7 199 7 194 6 182 6 
若 浜 小 312 12 308 12 317 12 322 12 330 12 325 12 303 12 
富 士 見 小 391 15 391 15 392 15 378 14 364 13 341 12 340 12 
亀 ケ 崎 小 468 18 464 17 455 17 460 17 460 17 467 17 450 17 
松 原 小 577 20 557 20 541 20 533 19 537 19 528 18 529 18 
松 陵 小 288 11 291 11 280 11 263 11 234 10 224 8 213 8 
泉 小 352 13 336 12 347 12 338 12 333 12 344 13 328 13 
飛 島 小 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
西 荒 瀬 小 110 6 112 6 116 6 124 6 122 6 123 6 124 6 
新 堀 小 81 6 71 6 72 6 63 6 63 6 56 5 46 5 
広 野 小 91 6 89 6 80 6 70 6 68 6 62 6 49 6 
浜 中 小 66 6 61 6 62 6 61 6 64 6 61 6 54 6 
黒 森 小 39 4 39 4 37 4 32 4 29 4 35 4 34 4 
十 坂 小 214 6 214 7 208 7 200 6 197 6 187 6 182 6 
宮 野 浦 小 376 13 378 14 388 14 380 14 356 14 334 13 324 13 
平 田 小 178 6 169 6 159 6 159 6 147 6 144 6 148 6 
鳥 海 小 200 6 185 6 179 6 160 6 145 6 142 6 132 6 
一 條 小 86 6 80 6 71 6 68 5 68 5 58 5 62 5 
八 幡 小 165 6 158 6 150 6 147 6 136 6 126 6 118 6 
松 山 小 136 6 139 6 134 6 114 6 109 6 114 6 113 6 
田 沢 小 27 4 25 3 24 3 23 3 25 3 22 3 21 3 
南 平 田 小 264 9 244 9 238 9 235 9 216 8 200 6 203 6 
合　計 4,819 194 4,700 193 4,618 191 4,493 187 4,354 184 4,236 176 4,115 176 

中　

学　

校

第 一 中 402 13 362 12 372 13 367 13 377 13 351 12 320 11 
第 二 中 334 11 322 11 309 10 309 10 302 10 297 10 305 11 
第 三 中 544 18 536 17 526 17 518 17 529 18 521 18 532 18 
第 四 中 532 18 509 17 469 16 445 15 433 15 430 15 419 15 
第 六 中 409 13 393 13 363 12 360 12 364 12 398 13 391 13 
飛 島 中 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
鳥海八幡中 267 9 263 9 246 9 240 9 232 9 225 9 212 9 
東 部 中 284 11 264 10 233 9 227 9 221 9 226 9 204 8 
合　計 2,773 94 2,650 90 2,518 86 2,466 85 2,458 86 2,448 86 2,383 85 

●小中学校別　児童・生徒数、学級数の推計 （教育人口統計を基に作成。網掛けは複式学級） 
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市有財産・市有地の売却
問市管財課管財係 ☎26‐5709

市有財産
売却物件／旧自然水鳥海山氷河水製造施設（升田。詳細は下記の通り）
●土地・建物

物件番号 区　分 用途地域 所　在 地目など 実測面積

1
土地

都市計画外 升田字寺ノ下23番1
宅地 1976.52平方㍍

建物 作業所 193.36平方㍍

●商標権

内覧会日時／7月5日㈬午後2時（要事前申し込み） ▼売却方法／一般競争入札（要事前申し込み） ▼入札参加申し
込み／7月3日㈪～7日㈮の午前8時30分～午後5時15分に、所定の申込書に必要書類を添えて市役所5階管財課管
財係へ直接 ▼入札日時／7月18日㈫午前11時 ▼場所／市役所5階501会議室 ▼予定価格（最低入札価格）／4,360,971
円
◆入札案内書（説明書、申込書、物件調書）は同課にあるほか、市ホームページからダウンロードできます。　
◆一括入札のみ。区分ごとの入札は不可。
◆飲用水製造のための原水の水源は、物件に含まれません。

物件番号 区　分 登録名称 登録番号

1 商標権 鳥海山氷河水 第4630729号

●償却資産
物件番号 区　分 名　称 数　量 備　考

1 償却資産

製造設備 一式 飲用水製造設備

フォークリフト 1台 旧ＴＣＭ社製
型式／ＦＢ15-6バッテリーカウンター式

事務用物品 8点 事務用机、事務用椅子など

外構 一式 場内舗装、水路など

市有地
売却物件／下記の通り ▼売却方法／一般競争入札（要事前申し込み） ▼申し込み／7月3日㈪～14日㈮の平日午前
8時30分～午後5時15分に、所定の申込書に必要な書類を添えて市役所5階管財課管財係へ直接 ▼入札日時／7月
25日㈫午前11時 ▼場所／市役所5階501会議室

◆入札案内書（説明書、申込書、物件調書）は同課にあるほか、市ホームページからダウンロードできます。
◆詳しくは市ホームページを参照してください。

物件番号 所在地 地　目 用途地域 実測面積 予定価格
（最低入札価格）

2 酒田市飛鳥字大道端86番1 宅地 都市計画外 762.92平方㍍ 9,026,000円

3 酒田市光ケ丘二丁目61番190 宅地 準工業 329.61平方㍍ 4,194,000円

4 酒田市字片町25番7 宅地 都市計画外 336.39平方㍍ 2,917,000円
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 ● 市政ピックアップ

問�

市
介
護
保
険
課
介
護
認
定
係

　

☎
２
６
‐
５
７
３
２

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

支
給
基
準
の
変
更

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
８
月

１
日
以
降
の
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
第

４
段
階
（
市
民
税
課
税
世
帯
の
方
）
の

負
担
上
限
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

変
更
内
容
／
月
額
３
万
７
千
２
０
０
円

か
ら
４
万
４
千
４
０
０
円
に
引
き
上
げ

◆
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

３
年
間
の
時
限
措
置
で
年
間
の
上
限
額

が
44
万
６
千
４
０
０
円（
月
額
３
万
７

千
２
０
０
円
相
当
）と
な
り
ま
す
。詳
し

く
は
同
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
共
通

費
用
／
１
万
円
（
受
験
料
）

申
し
込
み
／
推
薦
入
試
は
10
月
３
日
㈫

～
６
日
㈮
（
必
着
）、
一
般
入
試
は
12

月
25
日
㈪
～
平
成
30
年
１
月
12
日
㈮

（
必
着
）
の
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
、
入
学
願
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
〒
９
９
８
‐
０
０
４
４

酒
田
市
中
町
三
丁
目
７
‐
16 

市
立
酒
田

看
護
専
門
学
校
に
郵
送
ま
た
は
持
参

◆
入
学
願
書
は
同
校
に
あ
り
ま
す
。

◆
受
験
料
は
、
申
込
時
に
市
指
定
金
融

機
関
に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問�
市
長
公
室
広
報
広
聴
係
ふ
る
さ
と

納
税
担
当 

☎
２
６
‐
５
７
３
６

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
募
集

募
集
期
間
／
随
時

対
象
／
本
市
に
事
業
所
の
あ
る
法
人
・

団
体
・
個
人
事
業
所
が
取
り
扱
う
特
産

物
（
商
品
）
な
ど

申
し
込
み
／
申
込
書
に
商
品
の
写
真
を

添
え
て
、
〒
９
９
８
‐
８
５
４
０
（
住

所
不
要
） 

酒
田
市
市
長
公
室
広
報
広
聴

係
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
へ
直
接
ま
た
は

郵
送 

*furusato@
city.sakata.lg.jp

◆
申
込
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
返
礼
品
は
審
査
の
上
で
決
定
し
ま
す
。

問
市
立
酒
田
看
護
専
門
学
校

　

☎
２
４
‐
２
２
６
０

市
立
酒
田
看
護
専
門
学
校
入

学
試
験（
平
成
30
年
度
入
学
）

●
推
薦
入
試

募
集
人
員
／
10
人
程
度

受
験
資
格
／
次
の
①
～
③
の
全
て
を
満

た
す
方

①
本
市
、
遊
佐
町
、
庄
内
町
に
あ
る
全

日
制
の
高
等
学
校
を
平
成
30
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
方

②
学
習
成
績
評
定
３
・
８
以
上
で
高
等

学
校
長
が
推
薦
で
き
る
方

③
合
格
し
た
場
合
に
必
ず
本
校
に
入
学

で
き
る
方

期
日
・
場
所
／
10
月
16
日
㈪
・
同
校

選
抜
方
法
／
調
査
書
、
推
薦
書
、
小
論

文
、
面
接

●
一
般
入
試

募
集
人
員
／
20
人
程
度

受
験
資
格
／
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方

ま
た
は
平
成
30
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

方
、
高
等
学
校
卒
業
と
同
等
の
学
力
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

期
日
・
場
所
／
【
１
次
】
平
成
30
年
１

月
19
日
㈮
・
同
校�

【
２
次
】
平
成
30
年

２
月
２
日
㈮
・
同
校

選
抜
方
法
／
【
１
次
】
学
科
試
験
（
古

文
、
漢
文
を
除
く
国
語
、
数
学
Ⅰ
、
英

語
Ⅰ
・
Ⅱ
）、
小
論
文 【
２
次
】
面
接

災害廃棄物の処理に関する測定結果 問市環境衛生課管理係 ☎31‐0933

　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しま
したが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域にお
ける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果
は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度� 単位：ベクレル／リットル

2．最終処分場周辺地域における測定結果
空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

6／7

地下水上流 不検出 不検出 不検出
（セシウム134濃度÷60）
＋（セシウム137濃度÷90）≦1

地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

⑵空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 5／22 5／29 6／5 6／12 6／19 基準値※1

敷地境界（4地点） 0.04
～0.05

0.04
～0.05

0.04～
0.05

0.04
～0.05

0.04
～0.05 0.19以下

バックグラウンド※2 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05

測定地点（高さ1㍍） 5／24 6／7 6／20 基準値※1

大平公会堂 0.04 0.05 0.05 0.19以下

※1 基準値／「災害廃棄物
等の山形県内への受け入れ
に関する基本的な考え方」
に示されている値
※2 バックグラウンド／自
然放射線量を示し、敷地内
で災害廃棄物の影響を受け
ない十分に離れた地点

インフォメーションさかた

災害が起こったら

酒田市からのさまざまな情報
をお知らせします。

［月曜〜金曜日］
午前8時〜、午後0時20分〜

［金曜日］
午後5時45分〜

酒田エフエム
放送で

お
詫
び
と
訂
正

　

本
紙
６
月
16
日
号
裏
表
紙
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

●
訂
正
箇
所

酒
田
市
立
資
料
館
の
電
話
番
号

【
誤
】
☎
２
４
‐６
５
５
４

【
正
】
☎
２
４
‐６
５
４
４



18

情
報
ボ
ッ
ク
ス

お知らせいろいろ月7
Sakata nformation

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
同
課
管
財
係 

☎
２
６
‐
５
７
０
９

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間

　

７
月
は
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動
の
強
調

月
間
で
す
。

　

本
市
で
は
、
保
護
司
、
更
生
保
護
女

性
会
が
中
心
と
な
り
、
街
頭
啓
発
運
動

や
学
校
訪
問
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
毎

日
の
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
な
ど
、
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
２
６
‐
５

７
３
１

光
ケ
丘
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

︻
時
間
変
更
︼
７
月
20
日
㈭
午
前
10
時

～
午
後
６
時
、
28
日
㈮
午
前
10
時
～
午

後
３
時
（
屋
外
プ
ー
ル
）、
午
前
10
時

～
午
後
６
時
（
屋
内
プ
ー
ル
）

︻
休
館
︼
７
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰
、
７

月
29
日
㈯
、
30
日
㈰

問
光
ケ
丘
プ
ー
ル 

☎
３
３
‐
０
１
７
０

出
羽
遊
心
館
休
館
日
の
お
知
ら
せ

期
日
／
８
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰

問
市
社
会
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係 

☎
２
４
‐
２
９
９
２

２
７
５

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に

つ
い
て
の
説
明
会
・
意
見
交
換
会

問
市
環
境
衛
生
課
管
理
係 

☎
３
１
‐
０

９
３
３

行
政
財
産
目
的
外
使
用
許
可
に
よ

る
自
動
販
売
機
の
設
置

　

南
遊
佐
コ
ミ
セ
ン
へ
の
自
動
販
売
機

（
清
涼
飲
料
水
）
１
台
の
設
置
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

抽
選
会
日
時
／
７
月
12
日
㈬
午
後
２
時

～
▼
場
所
／
市
役
所
５
階
５
０
１
号
室

▼
申
し
込
み
／
７
月
３
日
㈪
～
７
日
㈮

に
、
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
市

役
所
５
階
管
財
課
管
財
係
へ

◆
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◆
申
込
書
は
管
財
課
に
あ
る
ほ
か
、
市

に
延
期
）、
八
幡
・
松
山
・
平
田
地
域

は
各
自
治
会
で
定
め
た
日
時
▼
場
所
／

自
治
会
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
河
川
▼
内

容
／
ご
み
、
空
き
缶
な
ど
の
収
集
（
地

区
に
よ
り
除
草
作
業
を
実
施
す
る
場
合

あ
り
）
▼
服
装
／
長
袖
の
服
、長
靴
（
ご

み
袋
、
軍
手
は
用
意
し
ま
す
）

◆
場
所
は
自
治
会
か
ら
の
回
覧
な
ど
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
酒
田
地
域
で
は
、
開
始
合
図
の
打
ち

上
げ
花
火
は
上
が
り
ま
せ
ん
。
雨
な
ど

で
実
施
の
有
無
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

市
環
境
衛
生
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
︻
酒
田
地
域
︼
市
環
境
衛
生
課
管
理

係 
☎
３
１
‐
０
９
３
３ ︻
八
幡
・
松
山
・

平
田
地
域
︼
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

公
売
物
件
／
①
不
動
産
（
土
地
、建
物
）、

②
絵
画
な
ど
▼
入
札
期
間
／
①
７
月
31

日
㈪
午
後
１
時
～
８
月
７
日
㈪
午
後
１

時 

②
７
月
31
日
㈪
午
後
１
時
～
８
月

２
日
㈬
午
後
11
時
▼
公
売
参
加
申
込
期

間
／
７
月
６
日
㈭
午
後
１
時
～
24
日
㈪

午
後
11
時

◆
公
売
下
見
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
確
認
の
上
、
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
納
税
課
滞
納
整
理
室 

☎
２
６
‐
６

お

知

ら

せ

農
地
保
有
に
係
る
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
が
軽
減
・
強
化
さ
れ
ま
す

●
課
税
の
軽
減

　

平
成
29
年
中
に
農
地
中
間
管
理
機
構

に
全
農
地
（
10
㌃
未
満
の
自
作
地
を
除

く
）
を
新
た
に
申
し
込
み
、
契
約
し
た

場
合
課
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
課
税
の
強
化

　

遊
休
農
地
の
耕
作
を
再
開
し
な
い
な

ど
、
放
置
し
て
い
る
場
合
、
当
該
農
地

の
課
税
額
が
約
１
・
８
倍
に
な
り
ま
す
。

◆
農
業
委
員
会
が
行
う
利
用
意
向
調

査
で
、
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
貸
し
付

け
る
意
思
表
明
を
す
る
な
ど
の
場
合
は
、

課
税
強
化
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係 

☎

２
６
‐
５
７
６
７

き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
運
動

河
川
の
清
掃
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時
／
７
月
９
日
㈰
酒
田
地
域
は
午
前

６
時
30
分
～
７
時
（
荒
天
時
は
16
日
㈰

貸
付
期
間

軽
減
内
容

10
年
以
上

15
年
未
満

３
年
間
２
分
の
１
に
軽
減 

15
年
以
上

５
年
間
２
分
の
１
に
軽
減 

日
時

場
所

７
月
６
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

松
原
コ
ミ
セ
ン

対
象
／
亀
ケ
崎
地
区

７
月
10
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

北
平
田
コ
ミ
セ
ン

７
月
12
日
㈬
午
前
10
時
〜

十
坂
コ
ミ
セ
ン

７
月
12
日
㈬
午
後
６
時
〜

一
條
コ
ミ
セ
ン

７
月
13
日
㈭
午
前
10
時
〜

泉
コ
ミ
セ
ン

７
月
14
日
㈮
午
後
７
時
〜

広
野
コ
ミ
セ
ン

７
月
19
日
㈬
午
後
７
時
〜

中
平
田
コ
ミ
セ
ン

７
月
20
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

浜
中
コ
ミ
セ
ン
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 ● 情報ボックス

係
へ 

☎
２
６
‐５
７
５
１

介
護
の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合
う

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」参
加
者
募
集

日
時
／
７
月
27
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
中
町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ

ラ
ザ
▼
対
象
／
認
知
症
の
方
本
人
お
よ

び
介
護
者
（
介
護
者
の
み
の
参
加
、
車

椅
子
で
の
参
加
も
可
）
▼
費
用
／
２
０

０
円
（
茶
菓
子
代
）
▼
申
し
込
み
／
当

日
会
場
へ

◆
同
会
場
の
駐
車
場
を
利
用
し
た
場
合

は
無
料
駐
車
券
を
発
行
し
ま
す
。

問
市
介
護
保
険
課
予
防
支
援
係 

☎
２

６
‐
５
７
５
５

親
子
ジ
オ
サ
イ
ト
観
察
会

参
加
者
募
集

日
時
／
７
月
30
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～

午
後
３
時
ご
ろ
（
小
雨
決
行
）
▼
集
合

／
八
幡
総
合
支
所
▼
対
象
／
小
学
生
以

上
の
親
子
▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
コ

ー
ス
／
日
向
川
発
電
所
〜
草
津
発
電
所

～
黒
瀬
発
電
所
～
鳥
海
イ
ヌ
ワ
シ
み
ら

い
館
～
大
台
圃ほ

場
▼
持
ち
物
／
飲
み
物
、

野
外
活
動
に
適
し
た
服
装
▼
費
用
／
１

千
円
（
昼
食
代
、
保
険
料
）
▼
申
し
込

み
／
７
月
21
日
㈮
ま
で
八
幡
総
合
支
所

建
設
産
業
課
産
業
係
内
、
八
幡
地
域
観

光
物
産
事
業
実
行
委
員
会
へ 

☎
６
４

‐３
１
１
５

３
時
30
分
▼
場
所
／
酒
田
看
護
専
門
学

校
▼
対
象
／
高
校
生
以
上
で
同
校
に
入

学
を
希
望
す
る
方
と
保
護
者
▼
定
員
／

各
日
先
着
30
人
▼
内
容
／
学
校
の
教
育

内
容
説
明
、
校
舎
案
内
な
ど
▼
申
し
込

み
／
開
催
日
前
日
ま
で
同
校
へ 

☎
２

４
‐
２
２
６
０

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室
参
加
者
募
集

日
時
／
８
月
４
日
㈮
午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所
／
庄
内
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
庄
内

町
）
▼
対
象
／
小
学
４
年
～
６
年
生
と

保
護
者
▼
定
員
／
先
着
20
組
▼
内
容
／

ビ
デ
オ
鑑
賞
、
施
設
見
学
、
微
生
物
の

観
察
、
工
作
（
木
端
細
工
）
▼
費
用
／

無
料
▼
申
し
込
み
／
７
月
25
日
㈫
ま
で

市
上
下
水
道
部
管
理
課
管
理
係
へ 

☎

２
２
‐
１
８
１
２

米
粉
を
使
っ
た

食
育
料
理
教
室
参
加
者
募
集

日
時
／
７
月
29
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後

１
時
▼
場
所
／
酒
田
調
理
師
専
門
学

校
（
幸
町
二
丁
目
）
▼
対
象
／
小
学
５

年
生
以
上
の
親
子
▼
定
員
／
先
着
10
組

▼
内
容
／
米
粉
を
使
っ
た
夏
野
菜
チ
ヂ

ミ
と
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
づ
く
り
▼
講

師
／
酒
田
調
理
師
専
門
学
校
講
師
▼
持

ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
内
履
き
、

ハ
ン
ド
タ
オ
ル
▼
費
用
／
１
組
１
千
円

（
材
料
代
）
▼
申
し
込
み
／
７
月
３
日

㈪
～
21
日
㈮
に
市
農
政
課
米
政
策
推
進

資
格
／
市
内
の
小
学
生
～
高
校
生
（
１

人
１
点
、
自
作
に
限
る
）
▼
サ
イ
ズ
／

画
用
紙
の
四
つ
切
り
、
八
つ
切
り
ま
た

は
そ
れ
に
準
じ
る
大
き
さ
で
、
画
材
は

自
由
▼
応
募
方
法
／
夏
休
み
明
け
に
通

学
し
て
い
る
学
校
へ
提
出
、
ま
た
は
８

月
31
日
㈭
ま
で
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
へ
直
接
持
参

◆
優
秀
作
品
は
県
や
国
へ
提
出
し
ま
す
。

◆
応
募
者
全
員
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
。

◆
画
用
紙
が
必
要
な
方
は
同
委
員
会
事

務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
委
員
会
事
務
局 

☎
２
６
‐
５
７
６
５

酒
田
市
雇
用
創
造
協
議
会

求
職
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

◆
詳
し
く
は
同
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

sakata-koyou.jp

）
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
協
議
会 

☎
４
３
‐
１
５
５
５

市
立
酒
田
看
護
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者
募
集

期
日
／
７
月
27
日
㈭
、
８
月
１
日
㈫
、

８
日
㈫
、
24
日
㈭
の
午
後
１
時
30
分
～

開
催
日

時
間

セ
ミ
ナ
ー
名

申
込
締
切

7／19㈬
～21㈮

9:30～15:30

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ

基
礎
セ
ミ
ナ
ー

7／11㈫

7／25㈫
～28㈮

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

基
礎
セ
ミ
ナ
ー

7／14㈮

資
源
回
収
団
体
に
報
奨
金
を
交
付

対
象
／
資
源
再
利
用
運
動
事
業
等
実
施

要
綱
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
、
資
源
回

収
を
実
施
し
た
団
体
▼
交
付
額
／
回
収

量
に
応
じ
て
▼
申
し
込
み
／
７
月
14
日

㈮
ま
で
前
期
（
１
月
～
６
月
回
収
分
）

の
実
績
報
告
書
、
数
量
内
訳
報
告
書
な

ど
を
市
環
境
衛
生
課（
広
栄
町
三
丁
目
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ

問
市
環
境
衛
生
課
管
理
係 
☎
３
１
‐
０

９
３
３

せ
ん
定
し
た
ア
ジ
サ
イ
を

差
し
上
げ
ま
す

　

せ
ん
定
し
た
ア
ジ
サ
イ
を
園
路
沿
い

に
置
き
ま
す
。
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。
さ
し
木
指
導
も
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
７
月
19
日
㈬
、20
日
㈭
の
午
前

10
時
～
午
後
３
時（
無
く
な
り
次
第
終

了
）▼
場
所
／
飯
森
山
公
園
あ
じ
さ
い
園

◆
無
断
せ
ん
定
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
市
土
木
課
公
園
緑
地
係 

☎
２
６
‐
５

７
４
５

募

集

「
き
れ
い
な
選
挙
で
明
る
い
未
来
を
」

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集

テ
ー
マ
／
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
や
投

票
総
参
加
を
呼
び
掛
け
る
も
の
▼
応
募
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方
（
講
習
後
、
上
級
救
命
講
習
修
了
証

を
交
付
）
▼
講
師
／
応
急
手
当
指
導
員

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い

服
装
▼
費
用
／
７
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
、
教
材
費
）
▼
申
し
込
み
／
７
月
28

日
㈮
ま
で
申
込
書
を
酒
田
地
区
広
域
行

政
組
合
消
防
署
（
船
場
町
一
丁
目
）
ま

た
は
最
寄
り
の
消
防
署
へ
直
接

◆
申
込
書
は
同
組
合
消
防
署
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

問
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
署 

☎
２
３
‐
３
１
３
１

酒
田
市
ス
ポ
ー
ツ
教
室

「
少
林
寺
拳
法
」参
加
者
募
集

期
日
／
７
月
21
日
～
８
月
29
日
の
毎
週

火
曜
・
金
曜
日
（
全
12
回
）
▼
時
間
／

午
後
７
時
～
９
時
（
中
学
生
以
下
は
８

時
15
分
ま
で
）
▼
場
所
／
市
武
道
館

▼
対
象
／
年
長
児
以
上
▼
内
容
／
少
林

寺
拳
法
の
「
技
」
と
「
教
え
」
を
楽
し

く
学
ぶ
▼
費
用
／
中
学
生
以
下
１
千
円
、

高
校
生
以
上
２
千
円
（
保
険
料
込
み
）

▼
申
し
込
み
／
７
月
18
日
㈫
ま
で
酒
田

地
区
少
林
寺
拳
法
協
会
事
務
局
、
鈴
木 

☎
０
９
０
‐
４
０
４
３
‐
４
８
９
２

２
０
１
７L

ラ

イ

ブ

IV
E

 W

ワ

ー

ル

ド

O
R

LD
 i

イ
ン

n

眺
海
の
森
出
演
バ
ン
ド
募
集

日
時
／
７
月
29
日
㈯
午
前
11
時
～
▼
場

所
／
眺
海
の
森
野
外
ス
テ
ー
ジ
（
雨
天

受
講
で
き
る
方
▼
定
員
／
各
コ
マ
先
着

10
組
▼
講
師
／
（
一
社
）
子
ど
も
の
読

書
サ
ポ
ー
ト
ア
シ
ー
ド
代
表
理
事 

絵

本
専
門
士 

加
藤
美
穂
子
氏
▼
持
ち
物

／
筆
記
用
具
▼
費
用
／
９
７
０
円
（
材

料
代
）
▼
申
し
込
み
／
中
央
図
書
館
へ 

☎
２
４
‐
２
９
９
６

◆
２
回
で
完
成
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

８
月
11
日
㈷
午
前
10
時
～
11
時
30
分
に

受
講
で
き
ま
す
。

ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
体
験
教
室

参
加
者
募
集

日
時
／
７
月
22
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
30
分
▼
場
所

／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
小
中

学
生
と
保
護
者
（
中
学
生
は
保
護
者
同

伴
不
要
）
▼
定
員
／
各
回
20
組
▼
内
容

／
撮
影
、
現
像
、
プ
リ
ン
ト
を
体
験
し

て
カ
メ
ラ
の
仕
組
み
を
学
ぶ
▼
費
用
／

１
千
円
（
材
料
費
、
保
険
料
含
む
）
▼

申
し
込
み
／
７
月
１
日
㈯
～
土
門
拳
記

念
館
へ 

☎
３
１
‐０
０
２
８

上
級
救
命
講
習
会

日
時
／
８
月
20
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
定
員

／
先
着
30
人
程
度
▼
内
容
／
心
肺
蘇
生

法
、
大
出
血
時
の
止
血
法
、
窒
息
時
の

対
応
な
ど
（
応
急
手
当
全
般
）、
自
動

体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
い

心
を
癒
や
す
ア
ロ
マ
の
世
界

P

パ

ー

ト

art

１ 

参
加
者
募
集

日
時
／
７
月
22
日
㈯
午
後
２
時
～
５
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
20

代
、
30
代
の
独
身
男
女
▼
定
員
／
各
８

人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）
▼
内
容

／
バ
ス
ソ
ル
ト
作
り
▼
講
師
／
ア
ロ
マ

ハ
ウ
ス
香
恋 

小
林
幸
氏
▼
費
用
／
２

千
５
０
０
円
（
材
料
費
他
）
▼
申
し
込

み
／
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、

携
帯
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

明
記
し
、
７
月
16
日
㈰
ま
で
市
結
婚
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ 

*kekkon-sc@
city.sakata.lg.jp
◆
締
め
切
り
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
実
費

負
担
が
発
生
し
ま
す
。

◆
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信

で
き
る
よ
う
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
（
交
流
ひ
ろ
ば
内
） 

☎

２
６
‐
５
６
１
２

夏
休
み
親
子
手
づ
く
り
絵
本
講
座

受
講
者
募
集

期
日
／
︻
第
１
回
︼
７
月
23
日
㈰
、
25

日
㈫ 

︻
第
２
回
︼
８
月
５
日
㈯
、
８
日

㈫
▼
時
間
／
︻
①
午
前
の
部
︼
午
前
10

時
～
11
時
30
分 

︻
②
午
後
の
部
︼
午
後

１
時
30
分
～
３
時
（
平
日
は
①
の
み
）

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
で
、
各
回
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
１
日
と
時
間
を
選
択
し
、
全
２
回

　
介
護
保
険
要
介
護
認
定
訪
問
調
査
員
募
集

対
象
／
本
市
在
住
で
介
護
支
援
専
門
員
、

保
健
師
、看
護
師
、社
会
福
祉
士
、介
護

福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
お
よ
び
普

通
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
る
方
▼
募

集
人
数
／
１
人
▼
業
務
内
容
／
要
介
護

認
定
の
た
め
の
訪
問
調
査
な
ど
▼
勤
務

時
間
／
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
▼

採
用
月
日
／
８
月
１
日
㈫
▼
報
酬
／
市

の
基
準
に
よ
る
▼
選
考
方
法
／
面
接
▼

申
し
込
み
／
７
月
14
日
㈮
ま
で
、履
歴

書
、該
当
す
る
資
格
登
録
証
の
写
し
、応

募
の
動
機（
４
０
０
字
以
内
）を
同
封
し
、

〒
９
９
８
‐
０
０
４
４ 

酒
田
市
中
町
一

丁
目
４
番
10
号 

酒
田
市
介
護
保
険
課

介
護
認
定
係
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

問
同
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
２

東
北
公
益
文
科
大
学
連
携
推
進
事
業

「
英
語
の
学
び
か
た
教
え
ま
す
」

受
講
者
募
集

日
時
／
８
月
１
日
㈫
、２
日
㈬
午
前
９

時
～
正
午
▼
場
所
／
酒
田
市
公
益
研
修

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
本
市
在
住
の
中
学

生
▼
内
容
／
英
語
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
す
た
め
の
効
果
的
な
勉
強
法
▼
定

員
／
先
着
30
人
▼
講
師
／
同
大
学
准
教

授 

狩
野
晃
一
氏
▼
費
用
／
１
０
０
円

（
保
険
料
）▼
申
し
込
み
／
７
月
６
日
㈭

～
20
日
㈭
に
市
教
育
委
員
会
企
画
管
理

課
企
画
管
理
係
へ 

☎
２
６
‐５
７
７
２
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展

示

酒
田
市
美
術
館

☎
３
１
‐
０
０
９
５

会
期
中
無
休

◆
昭
和
の
洋
画
を
切
り
拓
い
た
若
き
情

熱 

１
９
３
０
年
協
会
か
ら
独
立
へ［
７

月
９
日
㈰
ま
で
］

◆
ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
園
地
―
し
ん
か
い
せ

い
ぶ
つ
た
ん
け
ん
た
い
！
―
［
７
月
15

日
㈯
～
８
月
27
日
㈰
］（
裏
表
紙
参
照
）

土
門
拳
記
念
館

☎
３
１
‐
０
０
２
８

◆
特
別
展 

土
門
拳
と
18
人
の
写
真
家

が
捉
え
た
昭
和
の
こ
ど
も 

◆
勅
使
河
原

蒼
風 

そ
の
人
と
花［
８
月
29
日
㈫
ま
で
］

酒
田
市
立
資
料
館
☎
２
４
‐
６
５
４
４

会
期
中
無
休

◆
第
２
０
２
回
企
画
展 

酒
田
を
訪
れ

た
人
々
―
文
人
墨
客
か
ら
維
新
の
志
士

ま
で
―
［
９
月
４
日
㈪
ま
で
］

◆
岸
洋
子
メ
モ
リ
ア
ル
特
別
展
示
［
12

月
27
日
㈬
ま
で
］

光
丘
文
庫

中
町
庁
舎
５
階

☎
２
２
‐
０
５
５
１

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
休
館

◆
所
蔵
資
料
展
「
書
物
に
み
る
甲
冑
と

刀
剣
」［
９
月
22
日
㈮
ま
で
］

阿
部
記
念
館

☎
６
２
‐
２
９
２
５

金
曜
〜
日
曜
日
、
祝
日
開
館

︻
常
設
︼
阿
部
次
郎
の
書
・
書
簡
・
原
稿
、

阿
部
襄
の
貝
の
標
本
、
阿
部
家
ゆ
か
り

の
遺
品
な
ど
（
土
曜
・
日
曜
日
は
中
学

生
以
下
無
料
）

セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

︻
松
山
支
団
︼
午
前

９
時
～
・
松
山
多
目
的
運
動
公
園
駐
車

場 

︻
平
田
支
団
︼
午
前
８
時
30
分
～
・

平
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
南
側
駐
車
場

▼
内
容
／
ポ
ン
プ
車
操
法
お
よ
び
小
型

ポ
ン
プ
操
法

問
市
危
機
管
理
課
地
域
防
災
係 

☎
５

２
‐
２
７
８
０

第
３
回
全
国
メ
ロ
ン
サ
ミ
ッ
ト i

イ
ン

n 

鶴
岡

日
時
／
７
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

４
時
▼
場
所
／
小
真
木
原
公
園（
鶴
岡

市
）▼
内
容
／
メ
ロ
ン
に
関
す
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
振
る
舞
い
、テ
ツa

ア
ン
ド

nd

ト
モ

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
、庄
内
食
の
物
産

展
な
ど

問
鶴
岡
市
農
政
課 

☎
０
２
３
５‐２
５‐

２
１
１
１
（
内
線
５
７
３
）

第
３
回
ぶ
ら
探
酒
田 

レ
ト
ロ
ア
ー
ト

再
発
見
！「
酒
と
地
蔵
と
お
寺
と
神
社
」

日
時
／
７
月
８
日
㈯
午
前
９
時
～
11
時

30
分
▼
集
合
／
酒
田
駅
前
地
下
道
入
り

口
周
辺
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
コ
ー

ス
／
も
ろ
み
地
蔵
、
上
日
枝
神
社
、
清

亀
園
、
天
正
寺
、
福
徳
稲
荷
神
社
な
ど

▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会

場
へ

◆
ぶ
ら
探
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
は
、

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
推
進
セ
ン

タ
ー 

☎
２
６
‐
５
８
２
１

イ

ベ

ン

ト

松
山
ス
キ
ー
場

人
工
ゲ
レ
ン
デ
オ
ー
プ
ン

期
間
／
７
月
８
日
㈯
～
11
月
26
日
㈰
▼

時
間
／
︻
金
曜
日
︼
午
後
６
時
～
９

時
︻
土
曜
日
︼
午
前
10
時
～
午
後
３
時
、

午
後
６
時
～
９
時
︻
日
曜
日
・
祝
日
︼

午
前
10
時
～
午
後
３
時
▼
費
用
／
大
人

２
千
円
、
中
学
生
以
下
無
料
、
シ
ー
ズ

ン
回
数
券
２
万
円
（
11
枚
）

◆
オ
ー
プ
ン
初
日
は
無
料
開
放
し
ま
す
。

◆
専
用
の
ス
キ
ー
板
の
レ
ン
タ
ル
料
金

は
別
途
１
日
２
千
円
。

問
松
山
ス
キ
ー
場
（
眺
海
の
森
さ
ん
さ

ん
内
）
☎
６
２
‐
２
６
３
３

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
さ
の
葉
会
夏
の
お
は
な
し
会

日
時
／
７
月
８
日
㈯
午
前
10
時
10
分
～

▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象

／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／
人
形
劇
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
▼
費
用
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
中
央
図
書
館 

☎
２
４
‐
２
９
９
６

酒
田
市
消
防
団
消
防
操
法
大
会

期
日
／
７
月
９
日
㈰
▼
時
間
・
場
所
／

︻
酒
田
支
団
︼
午
前
８
時
30
分
～
・
山

形
県
消
防
学
校
（
三
川
町
） ︻
八
幡
支

団
︼
午
後
１
時
30
分
～
・
八
幡
タ
ウ
ン

時
は
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
シ
ア
タ

ー
Ｏオ

ズＺ
）
▼
対
象
／
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
（
２
人
以
上
。
ジ
ャ
ン
ル
不
問
）
▼

募
集
数
／
15
組
▼
費
用
／
１
人
１
千
円

▼
申
し
込
み
／
７
月
７
日
㈮
ま
で
松
山

総
合
支
所
建
設
産
業
課
内
、
眺
海
の
森

音
楽
祭
実
行
委
員
会
へ 

☎
６
２
‐
２
６

１
１月

山
森
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

日
時
／
７
月
23
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

５
時
▼
集
合
／
鳥
海
高
原
家
族
旅
行
村

（
草
津
）
▼
定
員
／
先
着
23
人
▼
費
用

／
２
千
６
０
０
円
（
弁
当
代
、
鳥
海
山

荘
入
浴
券
、
保
険
料
な
ど
）
▼
申
し
込

み
／
７
月
19
日
㈬
ま
で
鳥
海
高
原
家
族

旅
行
村
へ 

☎
６
４
‐
４
１
１
１

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

日
時
／
８
月
８
日
㈫
午
後
７
時
～
９
時
、

９
日
㈬
午
前
９
時
～
11
時
▼
場
所
／
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
高
校

生
以
上
▼
定
員
／
各
日
先
着
20
人
▼
持

ち
物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク
▼
費
用

／
５
１
０
円
▼
申
し
込
み
／
開
催
日
前

日
ま
で
平
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課
健

康
福
祉
係
へ 

☎
５
２
‐３
９
１
１
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市
、
三
川
町
、
庄
内
町
、
遊
佐
町
在
住

か
、
本
市
に
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員

／
先
着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る

相
談
（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
込
時

に
相
談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

▼
相
談
員
／
新
井
野
裕
司
弁
護
士
▼
申

し
込
み
／
７
月
10
日
㈪
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
に
市
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６
‐５
７

２
６空

き
家
等
無
料
相
談
会

日
時
／
８
月
６
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所
／
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
緑
町
）
▼
対
象
／
本
市
に
空
き
家
（
今

後
空
き
家
に
な
る
見
込
み
の
家
を
含

む
）
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
、
空
き

家
な
ど
を
買
い
た
い
方
、
借
り
た
い
方

な
ど
▼
相
談
内
容
／
空
き
家
・
空
き
地

に
関
す
る
売
買
、
賃
貸
借
あ
っ
せ
ん
、

相
続
手
続
き
、
登
記
・
調
査
・
測
量
、

解
体
、
融
資
な
ど
の
相
談
▼
相
談
員
／

酒
田
市
空
き
家
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
加
盟
協
会
（
宅
地
建
物
取
引
業
者
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
行
政

書
士
、
解
体
業
者
、
金
融
機
関
）
▼
申

し
込
み
／
８
月
４
日
㈮
ま
で
市
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
地
域
づ
く
り
係
へ 

☎
２

６
‐５
７
２
５

◆
当
日
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
予

約
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

︻
常
設
︼
栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の
「
亀

笠
鉾
」、
酒
田
の
歴
史
文
化
展
（
入
場

無
料
） 

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊

相
馬
樓

☎
２
１
‐
２
３
１
０

水
曜
日
休
館

︻
常
設
︼竹
久
夢
二
美
術
館
、新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、現
代
雛

あ
い
お
い

工
藤
美
術
館 

☎
０
９
０
‐
２
８
４
６
‐
６
８
４
６

金
曜
～
日
曜
日
、
祝
日
開
館

◆
北
前
船
が
運
ん
だ
美
術
工
芸
品
（
か

ん
ざ
し
・
武
具
、
着
物
、
ガ
ラ
ス
陶
磁

器
な
ど
）［
７
月
７
日
㈮
〜
30
日
㈰
］

︻
常
設
︼
庄
内
の
民
芸
品

相

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時
／
７
月
10
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
本
市
在
住
の
方
と
そ
の
家
族
で
、

専
門
医
に
通
院
し
て
お
ら
ず
、
眠
れ
な

い
、
気
分
が
ふ
さ
ぐ
、
人
と
会
い
た
く

な
い
な
ど
で
お
悩
み
の
方
▼
定
員
／
先

着
２
人
▼
相
談
員
／
精
神
科
医
師
▼
費

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
７
月
７
日
㈮

ま
で
市
健
康
課
健
康
係
へ 

☎
２
４
‐５

７
３
３

無
料
法
律
相
談

日
時
／
７
月
25
日
㈫
午
後
５
時
～
８
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本

／
７
月
16
日
㈰
午
後
２
時
～

◆
開
館
70
周
年
記
念
特
別
展 

江
戸
絵
画

の
魅
力
［
７
月
28
日
㈮
～
９
月
５
日
㈫
］

●
清
遠
閣
会
場

◆
開
館
70
周
年
記
念
展 

本
間
美
術
館

と
歴
史
物
語
［
７
月
12
日
㈬
ま
で
］

◆
前
期
収
蔵
品
展　

日
本
と
中
国
の
陶

磁
器
を
中
心
に
［
７
月
13
日
㈭
～
12
月

23
日
㈷
］

さ
か
た
街
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス

☎
２
３
‐
１
９
１
１

水
曜
日
休
館

◆
畔
上
勝
男 

ジ
オ
パ
ー
ク
鳥
海
山
・

斉
藤
信
二 

写
真
と
詩
「
山
王
森
」
二

人
展
［
７
月
６
日
㈭
～
17
日
㈷
］

◆
酒
田
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
彩 

第
７
回
会

員
写
真
展
［
７
月
20
日
㈭
～
24
日
㈪
］

◆
酒
田
西
高
校
美
術
部
展 

風
景
水
彩

画
と
池
田
璃
乃
習
作
展
［
７
月
27
日
㈭

～
30
日
㈰
］

山
王
く
ら
ぶ

☎
２
２
‐
０
１
４
６

◆
花
嫁
衣
裳
展
［
８
月
31
日
㈭
ま
で
］

︻
常
設
︼人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
作「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

旧
鐙
屋

☎
２
２
‐
５
０
０
１

◆
手
編
み
の
か
ら
む
し
展
［
７
月
６
日

㈭
～
８
月
27
日
㈰
］

酒
田
夢
の
倶
楽

「
華
の
館
」 

☎
２
２
‐
１
２
２
３

◆
浪
漫
を
た
ど
る
紅
花
展
［
７
月
１
日

㈯
～
９
月
５
日
㈫
］

松
山
文
化
伝
承
館
☎
６
２
‐
２
６
３
２

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

休
館

◆「
森
の
恵
み
」斎
藤
政
広
写
真
展［
７

月
30
日
㈰
ま
で
］

︻
あ
っ
た
か
コ
ン
サ
ー
ト i

イ
ン

n 

松
山
︼
日

時
／
７
月
９
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

︻
真
下
慶
治
記
念
室
︼

◆
最
上
川 
Ⅱ
［
８
月
20
日
㈰
ま
で
］

ひ
ら
た

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
☎
５
２
‐
３
９
１
１

◆
北
墨
会
入
れ
替
え
水
墨
画
展
［
８
月

31
日
㈭
ま
で
］

本
間
家
旧
本
邸

☎
２
２
‐
３
５
６
２

◆
開
邸
35
周
年
記
念
特
別
企
画
展 
第

一
部 

も
て
な
し
の
器
―
そ
の
楽
し
み

―
（
硯
箱・絵
皿・竹
籠
の
調
度
品
）［
７

月
中
旬
ま
で
］

◆
開
邸
35
周
年
記
念
特
別
企
画
展 

第

二
部 

伝
来
さ
れ
た
品
々 

事
業
と
物
語

―
歴
史
と
歩
む
―
（
書
簡・
絵
巻
物
な

ど
の
史
料
）［
７
月
中
旬
〜
９
月
中
旬
］

本
間
美
術
館

☎
２
４
‐
４
３
１
１

●
美
術
展
覧
会
場

◆
市
中
山
居
の
茶
―
本
間
家
伝
来
の
茶

道
具
―
［
７
月
４
日
㈫
ま
で
］

◆
野
田
弘
志
と
堀
内
規
次
―
写
実
と
幻

想
の
世
界
―［
７
月
６
日
㈭
～
25
日
㈫
］

︻
野
田
弘
志
講
演
会
︼
日
時
／
７
月
15

日
㈯
午
後
２
時
～

︻
館
長
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
︼
日
時



23 酒田市広報・私の街さかた・2017.7.1

 ● 情報ボックス

　

縦
覧
で
は
、環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︻
事
業
概
要
︼
事
業
者
／
関
西
電
力
株

式
会
社
取
締
役
社
長 

岩
根
茂
樹
（
大

阪
市
北
区
中
之
島
三
丁
目
６
‐
16
）
▼

事
業
名
称
な
ど
／
（
仮
称
）
酒
田
北
港

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
（
出
力
約
７
万

５
千
キ
ロ
㍗
）
▼
事
業
の
種
類
と
規
模

／
工
場
ま
た
は
事
業
場
の
建
設
事
業

（
排
出
ガ
ス
量
20
万
立
方
㍍
Ｎ
／
ｈ
以

上
）
▼
実
施
区
域
／
宮
海
字
南
浜
１
８

３
‐
17
▼
関
係
地
域
／
酒
田
市

︻
縦
覧
︼
期
間
／
７
月
３
日
㈪
午
後
２

時
～
８
月
３
日
㈭
の
平
日
▼
場
所
／

市
役
所
２
階
行
政
情
報
閲
覧
コ
ー
ナ

ー
、市
環
境
衛
生
課
（
広
栄
町
三
丁
目
）、

関
西
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.kepco.co.jp/energy_supply/

energy/new
energy/biom

ass/
assessm

ent.htm
l

）
▼
意
見
書
の
提
出

／
各
場
所
の
意
見
書
箱
へ
投
函
、
ま
た

は
８
月
17
日
㈭
ま
で
関
西
電
力
株
式
会

社 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
戦
略

室
へ 

〒
５
３
０
‐
８
２
７
０ 

大
阪
府

大
阪
市
北
区
中
之
島
三
丁
目
６
‐
16 

FAX

０
６
‐６
４
４
１
‐３
５
４
９ 

*saiene.
jigyoka@

a2.kepco.co.jp

︻
説
明
会
︼
日
時
／
７
月
13
日
㈭
午
後

６
時
30
分
～
７
時
30
分
▼
場
所
／
希
望

ホ
ー
ル

問
関
西
電
力
㈱
同
室 

☎
０
５
０
‐
７
１

０
４
‐
６
７
３
１

／
７
月
10
日
㈪
ま
で
庄
内
総
合
支
庁
保

健
福
祉
環
境
部
環
境
課
へ 

☎
０
２
３

５
‐６
６
‐５
７
０
４

◆
ご
み
袋
、
軍
手
は
用
意
し
ま
す
。

県
立
庄
内
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
／
７
月
22
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
▼
場
所
／
同
セ
ン
タ
ー
（
京
田
三
丁

目
）
▼
内
容
／
金
属
技
術
科
の
説
明
と

施
設
見
学
、
３
次
元
Ｃキ

ャ

ド
Ａ
Ｄ
に
よ
る
モ

デ
リ
ン
グ
体
験
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
同
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
３
１‐

２
７
０
０

山
形
県
が
正
社
員
を
目
指
す
方

を
応
援
し
ま
す  

登
録
説
明
会

日
時
／
７
月
９
日
㈰
午
前
11
時
～
、
午

後
１
時
30
分
～
▼
場
所
／
三
川
町
公
民

館
▼
対
象
／
45
歳
未
満
の
求
職
活
動
中

の
方
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
キ

ャ
リ
ア
バ
ン
ク
㈱
へ 

☎
０
２
３
‐
６
３

３
‐５
６
０
８

県
条
例
に
基
づ
く
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
事
業
の
環
境
影
響
評
価
方
法
書

の
縦
覧
お
よ
び
説
明
会

　

酒
田
北
港
の
酒
田
臨
海
工
業
団
地
内

に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
計
画

に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
方
法
書
の

縦
覧
お
よ
び
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
７
月
６
日
㈭
、
７
日
㈮
、
10
日

㈪
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
▼
場
所

／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

問
山
形
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

室 

☎
０
２
３
‐
６
２
４
‐
８
２
２
５

平
成
29
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　

危
険
物
取
扱
者
免
状
を
所
持
し
危
険

物
業
務
に
従
事
す
る
方
は
、
３
年
に
１

度
の
受
講
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
／
７
月
20
日
㈭
ま
で
申
請
書

を
山
形
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
へ

◆
受
講
案
内
・
申
請
書
は
消
防
本
部
、

最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

問
同
連
合
会 

☎
０
２
３
‐
６
３
２
‐
５

７
４
４

消
防
設
備
士
試
験
受
験
準
備
講
習

期
日
／
７
月
27
日
㈭
▼
場
所
／
山
形

ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）
▼
申
し

込
み
／
７
月
10
日
㈪
ま
で
申
込
用
紙
を

（
一
財
）
山
形
県
消
防
設
備
協
会
へ

◆
申
込
用
紙
は
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www3.ic-net.or.jp/~ym
syoho/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
同
協
会 

☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
８
４

７
７庄

内
浜
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
時
／
７
月
17
日
㈷
午
前
７
時
～
▼
集

合
／
宮
野
浦
海
岸
駐
車
場
▼
申
し
込
み

さ

か

た

情

報

ひ

ろ

ば

◆
国
・
県
・
市
民
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
◆

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

一
斉
防
除
が
始
ま
り
ま
す

　

水
稲
・
大
豆
の
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
防
除
作
業
が
各
地
域
で
始
ま
り

ま
す
。
安
全
作
業
に
努
め
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

防
除
期
間
／
７
月
上
旬
～
９
月
上
旬

問
Ｊ
Ａ
庄
内
み
ど
り
営
農
企
画
課
内
、

Ｊ
Ａ
庄
内
み
ど
り
無
人
ヘ
リ
防
除
連
絡

協
議
会
事
務
局 

☎
２
６
‐
５
６
３
１

警
報
機
が
な
い
踏
切
の
手
前
で

列
車
が
気
笛
を
鳴
ら
し
ま
す

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
潟
支
社
で
は
、
列
車

が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た

め
、
警
報
機
が
な
い
踏
切
の
手
前
で
列

車
が
気
笛
を
鳴
ら
す
取
り
組
み
を
７
月

10
日
㈪
か
ら
行
い
ま
す
。

　

踏
切
を
渡
る
と
き
は
、
踏
切
の
手
前

で
止
ま
り
、
左
右
を
よ
く
見
て
列
車
が

来
な
い
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
渡
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ご
意
見
承
り
セ
ン
タ
ー 

☎
０
５
０
‐
２
０
１
６
‐
１
６
５
１

労
働
保
険
料
申
告
書
集
合
受
付

　

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
期
限
は

７
月
10
日
㈪
で
す
。
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込
み
／
７
月
18
日
㈫
ま
で
胎
蔵
ロ
マ
ン

会
、
岩
間 

☎
５
４
‐
２
７
６
６
、
０
８

０
‐５
５
７
６
‐
１
４
９
２

夏
休
み
親
子
も
の
づ
く
り
体
験
教
室

日
時
／
８
月
10
日
㈭
午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所
／
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

庄
内
校
（
京
田
三
丁
目
）
▼
対
象
／
小

学
生
（
Ｃ
コ
ー
ス
の
み
小
学
４
年
～
６

年
生
）
と
保
護
者
▼
内
容
・
定
員
／
︻
Ａ

コ
ー
ス
︼
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
ロ
ボ
ッ
ト

作
り
・
15
組 

︻
Ｂ
コ
ー
ス
︼
紙
コ
ッ
プ

で
相
撲
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
・
15
組 

︻
Ｃ
コ
ー

ス
︼S

ス
ク
ラ
ッ
チ

cratch

で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・

10
組
︻
Ｄ
コ
ー
ス
︼
ピ
コ
ピ
コ
キ
ャ
タ

ピ
ラ
と
ポ
ン
ポ
ン
カ
ー
リ
ン
グ
作
り
・

20
組
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
７

月
28
日
㈮
ま
で
同
校
教
務
学
生
課
へ 

☎
３
１‐２
３
０
０ 

FAX
３
１‐２
７
７
０

小
中
学
生
弓
道
体
験
教
室

日
時
／
７
月
26
日
～
８
月
26
日
の
水

曜
・
土
曜
日
午
後
４
時
～
６
時
（
全
７

回
）
▼
場
所
／
市
国
体
記
念
体
育
館
▼

対
象
／
小
中
学
生
▼
定
員
／
20
人
程
度

▼
費
用
／
３
千
円
（
保
険
料
含
む
）
▼

申
し
込
み
／
７
月
19
日
㈬
ま
で
酒
田
地

区
弓
道
連
盟
、
加
藤 

☎
７
８
‐
４
０
７

６
ま
た
は
高
橋 

☎
３
１
‐
１
８
１
７

初
心
者
の
木
工
ま
る
ご
と
体
験

日
時
／
８
月
３
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～

３
時
▼
集
合
／
鳥
海
イ
ヌ
ワ
シ
み
ら
い

館
（
草
津
）
▼
定
員
／
30
人
（
親
子
）

▼
内
容
／
昆
虫
採
取
と
標
本
作
り
▼
講

師
／
長
船
裕
紀
氏
▼
持
ち
物
／
虫
取
り

網
・
か
ご
（
貸
出
可
）、
昼
食
、
図
鑑
、

長
袖
長
ズ
ボ
ン
な
ど
▼
費
用
／
５
０
０

円
（
保
険
料
な
ど
）
▼
申
し
込
み
／
７

月
19
日
㈬
午
後
５
時
ま
で
鳥
海
イ
ヌ

ワ
シ
み
ら
い
館
へ 

☎
６
４
‐
４
６
８
１ 

*m
oukin@

raptor-c.com

中
町
マ
ル
シ
ェ

日
時
／
７
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時
▼
場
所
／
中
町
モ
ー
ル
▼
内
容
／

約
20
の
出
店
者
に
よ
る
地
場
産
品
の
販

売
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、抽
選
会
な
ど

◆
詳
し
く
は
中
町
中
和
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.facebook.
com

/cyuw
akai/

）
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

問
中
町
中
和
会
商
店
街
振
興
組
合 

☎

２
２
‐
１
５
５
５

胎
蔵
山
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

日
時
／
７
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

23
日
㈰
午
前
10
時
（
１
泊
２
日
。
雨
天

中
止
）
▼
集
合
／
元
田
沢
神
社
社
務
所

▼
対
象
／
18
歳
以
上
（
18
歳
未
満
は
保

護
者
同
伴
）
▼
定
員
／
先
着
15
人
▼
内

容
／
キ
ャ
ン
プ
、
酒
田
夜
景
鑑
賞
、
神

室
連
峰
か
ら
の
御
来
光
▼
費
用
／
２
千

円
（
食
事
代
、
保
険
料
な
ど
）
▼
申
し

海
洋
セ
ン
タ
ー
内
、
ひ
ら
た
目
ん
玉
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ 

☎
５
２
‐３
２
８
４

酒
田
水
泳
教
室
夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

日
時
／
８
月
４
日
㈮
～
６
日
㈰
午
前
８

時
30
分
～
９
時
45
分
▼
場
所
／
光
ケ
丘

プ
ー
ル
▼
対
象
／
年
長
～
小
学
６
年
生

▼
定
員
／
50
人
▼
内
容
／
水
慣
れ
、
ク

ロ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
水
泳
練
習
▼
費

用
／
２
千
５
０
０
円
（
受
講
料
）
▼
申

し
込
み
／
７
月
28
日
㈮
ま
で
費
用
を
添

え
て
酒
田
水
泳
教
室
窓
口
へ 

☎
３
３
‐

０
１
６
７

ひ
と
り
親
家
庭
の

親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

日
時
／
７
月
30
日
㈰
午
前
７
時
～
午
後

５
時
30
分
▼
集
合
／
酒
田
市
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
新
橋
二
丁
目
）
▼
対
象
／

ひ
と
り
親
家
庭
（
子
ど
も
は
小
学
６
年

生
以
下
）
▼
定
員
／
20
世
帯
程
度
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
行
き
先
／

置
賜
地
域
（
恐
竜
ど
う
ぶ
つ
園
と
長
井

鉄
道
語
り
部
の
旅
）
▼
費
用
／
大
人
７

０
０
円
、
子
ど
も
３
０
０
円
▼
申
し
込

み
／
７
月
15
日
㈯
午
後
０
時
30
分
～
６

時
に
母
子
福
祉
ね
む
の
木
会
へ 

☎
２

３
‐５
７
６
５

鳥
海
山
昆
虫
ラ
ボ
！
︱
採
集
と

標
本
か
ら
昆
虫
を
科
学
す
る
︱

日
時
／
７
月
22
日
㈯
午
前
８
時
～
午
後

山
形
県
沿
岸
域
総
合
利
用
推
進
会
議

「
定
期
船
と
び
し
ま
」で
行
く

庄
内
海
岸
ク
ル
ー
ズ

日
時
・
コ
ー
ス
／
①
８
月
20
日
㈰
午
後

５
時
30
分
〜
７
時・
酒
田
港
〜
遊
佐
三

崎
沖
〜
酒
田
港 

②
８
月
26
日
㈯
午
後

５
時
15
分
〜
６
時
45
分・
酒
田
港
〜
鶴

岡
加
茂
沖
〜
酒
田
港
▼
定
員
／
①
②
各

１
８
０
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
費
用
／
１
千
円（
就
学
前
児
童
無
料
）

▼
申
し
込
み
／
７
月
３
日
㈪
～
18
日
㈫

に
、は
が
き
に 

応
募
者
全
員
の
氏
名・

年
齢（
５
人
ま
で
）、代
表
者
の
住
所・
電

話
番
号
、参
加
希
望
日
を
記
入
し
、〒
９

９
７
‐
１
３
９
２ 

東
田
川
郡
三
川
町
大

字
横
山
字
袖
東
19
‐
１ 

庄
内
総
合
支
庁

観
光
振
興
室
へ
郵
送

◆
荒
天
時
は
欠
航
す
る
場
合
あ
り
。

問
同
室 

☎
０
２
３
５
‐
６
６
‐
５
４
９
３

プ
ー
ル
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

日
時
／
７
月
６
日
～
８
月
24
日
の
７
月

13
日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
～

11
時
（
全
７
回
）
▼
場
所
／
平
田
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
ど
な
た
で

も
▼
定
員
／
先
着
10
人
（
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
途
中
か
ら
の
参
加
も
可
）

▼
持
ち
物
／
水
着
、
水
泳
帽
、
タ
オ
ル
、

着
替
え
な
ど
▼
費
用
／
２
千
円
（
受
講

料
な
ど
）
▼
申
し
込
み
／
平
田
Ｂ
＆
Ｇ
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絆
の
家 

夏
の
新
作
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
／
７
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰
の
午
前

10
時
～
午
後
５
時
▼
場
所
／
絆
の
家

（
東
泉
町
二
丁
目
16
‐
25
）▼
内
容
／
絆

盆
栽・
絆
防
災
の
販
売
、盆
栽
作
り
、整

体
体
験（
予
約
制
）▼
申
し
込
み
／
絆
サ

ポ
ー
ト・
絆
盆
栽
を
愛
す
る
会
、阿
部 

☎
０
９
０
‐
４
０
４
０
‐９
１
５
９

野
澤
卓
央
氏
講
演
会

自
分
を
変
え
る
小
さ
な
コ
ツ

心
揺
さ
ぶ
る
と
っ
て
お
き
の
お
話

日
時
／
７
月
29
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所
／
希
望
ホ
ー
ル
▼
対
象
／
中
学

生
以
上
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

７
月
24
日
㈪
ま
で
東
北
エ
プ
ソ
ン
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
へ 

☎
３
１
‐５
９

３
０支

え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
／
７
月
30
日
㈰
午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所
／
庄
内
町
余
目
第
三
公
民
館
▼

定
員
／
先
着
１
０
０
人
▼
費
用
／
無
料

（
要
入
場
整
理
券
）
▼
申
し
込
み
／
７

月
15
日
㈯
ま
で
（
公
財
）
山
形
県
生
涯

学
習
文
化
財
団
へ

◆
詳
し
く
は
同
財
団 

☎
０
２
３
‐
６
２

５
‐
６
４
１
１
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
日
本
将
棋
連
盟
酒
田
荘
内
支
部
、 

澁
谷 

☎
０
９
０
‐
８
７
８
７
‐
６
３
０
９

東
洋
大
学
陸
上
競
技
部
監
督

酒
井
俊
幸
氏
酒
田
講
演

日
時
／
７
月
15
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所
／
公
益
ホ
ー
ル
▼
内
容
／
そ
の

１
秒
を
け
ず
り
出
せ
。
箱
根
駅
伝
を
通

じ
て
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当

日
会
場
へ

問
東
洋
大
学
校
友
会
事
務
局 

☎
２
３
‐

２
８
６
０

第
６
回
酒
田
市
長
杯
大
会

日
時
／
７
月
22
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後

２
時
▼
場
所
／
酒
田
市
八
森
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
▼
対
象
／
本
市
在
住
の
方
ま
た

は
酒
田
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
員
▼
費

用
／
８
１
０
円（
コ
ー
ス
使
用
料
な
ど
）

▼
申
し
込
み
／
７
月
10
日
㈪
ま
で
酒
田

市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
、佐
々
木 

☎
２
３
‐７
６
５
０

夏
休
み
親
子
仕
舞
教
室

日
時
／
７
月
27
日
㈭
～
８
月
21
日
㈪
の

う
ち
稽
古
10
回
～
15
回
と
発
表
会
▼
場

所
／
庄
内
能
楽
館
（
浜
松
町
）
▼
対
象

／
小
学
生
以
上
▼
内
容
／
宝
生
流
能
楽

師
に
よ
る
仕
舞
指
導
と
能
鑑
賞
▼
費
用

／
５
千
円
（
１
日
体
験
は
１
千
円
）
▼

申
し
込
み
／
７
月
25
日
㈫
ま
で
同
館
へ 

☎
３
３
‐
４
５
６
８

ン
教
室
７
月
生
募
集
︼
日
時
／
金
曜
日

午
後
～
▼
対
象
／
初
め
て
の
方
（
他
コ

ー
ス
も
あ
り
）
▼
費
用
／
４
千
円
（
資

料
代
）▼
申
し
込
み
／
す
ま
い
る
、齋
藤 

☎
０
８
０
‐
３
５
２
６
‐
６
１
４
７ 

︻
う

た
ご
え
喫
茶
︼
日
時
／
７
月
10
日
㈪
午

後
７
時
～
▼
費
用
／
４
０
０
円

問
す
ま
い
る 

☎
５
２
‐
３
１
３
０

本
間
病
院
友
の
会
の
催
し

︻
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
︼日
時
・
場

所
／
７
月
10
日
㈪ 

午
前
10
時
～
11
時・

中
町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ
ラ
ザ
、26
日
㈬

午
後
２
時
～
３
時・
か
ん
ぽ
の
宿
▼
内

容
／
血
圧
、体
脂
肪・
内
臓
脂
肪
、血
管

年
齢
の
測
定

︻
健
康
講
演
会
︼
日
時
／
７
月
15
日
㈯

午
後
２
時
～
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
／
藤
井
紀
子
氏
の
講
演

「
自
立
と
は
、
自
ら
た
つ
こ
と 

立
て
る

こ
と
―
ロ
コ
モ
予
防 
介
護
予
防
に
必

要
な
こ
と
と
は
？
―
」︻
共
通
︼
費
用

／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
本
間
病
院
友
の
会 

☎
２
６
‐
６
６
３
１

酒
田
王
将
戦

日
時
／
７
月
９
日
㈰
午
後
１
時
～
（
受

け
付
け
は
０
時
30
分
～
）
▼
場
所
／
港

南
コ
ミ
セ
ン
▼
ク
ラ
ス
／
有
段
者
、
級

位
者
、
シ
ニ
ア
▼
費
用
／
一
般
１
千
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円
▼
申
し
込
み
／

当
日
会
場
へ

午
後
４
時
▼
集
合
／
山
形
県
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
庄
内
試
験
場
（
三
川
町
）
▼

対
象
／
高
校
生
以
上
の
木
工
初
心
者
▼

定
員
／
10
人
▼
内
容
／
初
心
者
用
の
木

製
品
の
作
成
体
験
、
木
工
機
械
の
取
り

扱
い
▼
費
用
／
２
千
円
（
保
険
料
・
昼

食
代
な
ど
）
▼
申
し
込
み
／
７
月
５
日

㈬
～
19
日
㈬
に
庄
内
工
業
技
術
振
興
会

木
工
技
術
研
究
会
事
務
局
（
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
庄
内
試
験
場
内
）
へ 

☎
０

２
３
５
‐６
６
‐
４
２
２
７

市
民
公
開
講
座

─

生
き
る
セ
ン
ス

食
べ
る
セ
ン
ス 

出
す
セ
ン
ス

─

日
時
／
７
月
29
日
㈯
午
後
２
時
～
▼
場

所
／
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田

（
若
竹
町
一
丁
目
）
▼
内
容
／
が
ん
治

療
中
の
食
事
と
排
泄せ
つ

を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
▼
講
師
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ

ー
ス
や
や
の
い
え 

榊
原
千
秋
氏
▼
費

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
日
本
海
総
合
病
院
医
事
課 

☎
２
６
‐

２
０
０
１

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

す
ま
い
る
の
催
し

︻
す
ま
い
る
名
作
映
画
鑑
賞
会
︼
期
日
・

内
容
／
７
月
５
日
㈬
・「
第
五
福
竜
丸
」、

12
日
㈬・「
人
情
紙
風
船
」、19
日
㈬・「
出

口
の
な
い
海
」、
26
日
㈬
・「
真
珠
湾
攻

撃
」
▼
時
間
／
午
後
１
時
30
分
～
▼
費

用
／
無
料 

︻
す
ま
い
る
楽
し
い
パ
ソ
コ



26

お知らせいろいろ月7
Sakata nformation

☎
０
２
５
‐
２
２
３
‐
１
１
３
０

日
弁
連
交
通
事
故
無
料
相
談

日
時
／
７
月
28
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時

（
受
け
付
け
は
３
時
30
分
ま
で
）▼
場
所

／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
相
談
員
／
仲
野
純
一

弁
護
士（
示
談
、あ
っ
せ
ん
も
可
）▼
申

し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
山
形
県
弁
護
士
会 

☎
０
２
３
‐
６
３

５
‐
３
６
４
８

弁
護
士
に
よ
る

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
相
談
会

日
時
／
７
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

４
時
（
受
け
付
け
は
３
時
ま
で
）
▼
場

所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
集

団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に
な
っ
た
方

と
家
族
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

当
日
会
場
へ
（
事
前
予
約
優
先
）

問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所 

す
て
っ
ぷ 

遊
び
の
ひ
ろ
ば

日
時
／
７
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
県
立
鳥
海
学
園
（
遊
佐

町
） 

▼
対
象
／
発
達
が
気
に
な
る
幼
児

～
小
学
生
と
保
護
者
▼
内
容
／
し
ゃ
ぼ

ん
玉
、
色
水
遊
び
▼
費
用
／
無
料
▼
申

し
込
み
／
７
月
12
日
㈬
ま
で
鳥
海
学
園

へ 

☎
７
５
‐
３
３
３
４ 

FAX
７
５
‐
３
８

７
２大

切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
へ

つ
ど
い︵
ゆ
り
の
会
︶

日
時
／
７
月
21
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
▼
場
所
／
庄
内
総
合
支
庁
３

階
32
号
室
▼
内
容
／
わ
か
ち
合
い
、
ミ

ニ
講
話
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

庄
内
保
健
所
地
域
保
健
福
祉
課
へ 

☎

０
２
３
５
‐６
６
‐
４
９
３
１

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会

日
時
／
７
月
７
日
、
８
月
４
日
、
９
月

１
日
の
金
曜
日
午
後
１
時
～
４
時
▼
場

所
／
酒
田
産
業
会
館
内
、
ト
ー
タ
ル
・

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
酒
田（
中
町
二
丁
目
）

▼
相
談
内
容
／
求
職
者
の
生
活
、
住
ま

い
、
就
職
活
動
な
ど
の
悩
み
▼
相
談
方

法
／
面
談
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み

／
当
日
会
場
へ

問
同
セ
ン
タ
ー 

☎
０
８
０
０‐８
０
０‐

７
８
６
７

子どもの見ている世界 誕生から6歳
までの「子育て・親育ち」

内田伸子／著　春秋社

　叱られながらの学びは
身につかない。英語の早
期教育に「待った！」の
理由…。心と脳の最新科
学をもとに、発達心理学
の第一人者が贈る子育て
メッセージ。同じ目線に
立ち、心の声を聴くこと
の大切さを綴る。

一般図書

海のぷかぷか
ただよう海の生きもの
高久至／写真　寒竹孝子／文
アリス館

　一生海をぷかぷかして
くらすクラゲやカメガイ
のなかま。こどものうち
だけ海をぷかぷかただよ
う、魚やエビ・カニのな
かま…。海の中をただよ
って、浮遊生活をする生
きものを写真で紹介する
絵本。　　　　©ＴＲＣ

児童絵本

E
エ ブ リ シ ン グ

VERYTHING，E
エ ブ リ シ ン グ

VERYTHING
わたしと世界のあいだに
ニコラ・ユン／著　橋本恵／訳
静山社

　あらゆるものにアレル
ギー反応し、発作を起こ
す難病のマデリンは家を
出たことがない。ある日、
背が高くて、しなやかで、
全身黒ずくめの彼、オリ
ーが隣に引っ越してきた。
18歳のマデリンはオリー
と恋をして…。

中高生向け

親子ふれあいサロンへどうぞ 【7月・8月の予定】
問交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26‐5613

期日 時間 内容 対象・定員 申し込み

7／3㈪ 10：30～
12:00

「おおきくな～れ」
身長・体重測定 就学前児童と保

護者・定員なし 当日会場へ
7／5㈬
～7㈮

11:00～
11:20

「プレイランド」
七夕飾りつくり

7／11㈫ 10：00～
12:30

「食育講座」
クッキング離乳食P

パ ー ト

art2

６か月～８か月
の乳児と保護者・
８組

受け付け中

7／12㈬ 10：30～
11:00

「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ

就学前児童と保
護者・定員なし 当日会場へ

7／24㈪
～27㈭

11：00～
11:30

「わんぱく広場」
わんぱくプレイランド

市内小学生・定員
なし 当日会場へ

7／28㈮ 10：00～
12:30

「わんぱく広場」
シェフと作る本格ハンバーグ
講師／阿部三喜夫氏

市内小学生・8人 7／13㈭
9:30～

8／3㈭ 10:30～
11:30

「わんぱく広場」
つくってあそぼう
講師／宮田浩一氏

小学生・20人 7／14㈮
9:30～

8／4㈮ 10:30～
11:30

「わんぱく広場」
キラキラ★アイシングクッキー
講師／さいとうあみ氏

市内小学3年生～
6年生・8人

7／20㈭
9:30～

【休館】7月13日㈭・親子ふれあいサロン1（親子ふれあいサロン2は通常通り開館）

◆中央図書館・児童図書室・八幡分館・松山分館・ひらた図書センターは7月4日㈫まで休館しています。
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 ● 情報ボックス

7月の各種相談　ひとりで悩まずにご相談ください。
項　目 日　時 場所／問い合わせ

市民生活相談
月～金曜日／
8：30～17：15

（12：00～13：00を除く）
市役所6階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所6階、市消費生活センター
☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所6階、市消費生活センター
☎26-6266

山形財務事務所
借金返済に関する
相談窓口

月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財務事
務所1階理財課

［相談専用電話］023-641-5201

山形いのちの電話 年中無休／
13：00～22：00

社会福祉法人山形いのちの電話
☎023-645-4343

人権相談

11日㈫、25日㈫／
9：30～12：00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

10日㈪／
9：00～12：00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

19日㈬／
13：30～15：00

松山健康福祉センター
☎62-2611

人権相談
（人権擁護委員駐在日）

月・木曜日／
9：00～16：00

山形地方法務局酒田支局
☎25-2221

行政相談

4日㈫、18日㈫／
13：30～15：00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

10日㈪／
9：00～12：00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

19日㈬／
13：30～15：00

松山健康福祉センター
☎62-2611

女性のための相談 月～金曜日／
9：00～16：00

交流ひろば1階
☎26-5616

年金受給相談
月曜日（祝日の場合は翌
日）／8：30～19：00
平日／8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

街角の年金相談センター酒田
☎22-4554
電話での相談は鶴岡年金事務所
へ ☎0235-23-5040

交通事故相談 月～金曜日／
9：00～16：00

山形県交通事故相談所庄内支所
（庄内総合支庁内）
電話相談可。無料弁護士相談もあ
ります。 ☎0235-66-5452

項　目 日　時 場所／問い合わせ

教育相談
月～金曜日／
9：30～18：00
土曜日／
9：30～12：30

総合文化センター2階、教育相談室 
70120-783-042

青少年相談 月～金曜日／
9：30～16：30

中町庁舎4階、市青少年指導センター
☎24-2901

心配ごと相談 4日㈫、18日㈫／
9：00～12：00

地域福祉センター（新橋二丁目1-19）
☎23-5765

生活困窮者
自立支援相談

月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

生活自立支援センターさかた
（地域福祉センター内）☎25-0350

FAX24-6299 
*jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談

月～土曜日／
10：00～18：00

山形県若者就職支援センター庄
内プラザ（産業会館1階）
70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／
9：00～16：00

酒田産業会館1階、市商工港湾課
☎26-5757

労働相談
（社会保険労務士駐在日）

原則金曜日／
13：00～16：30

庄内総合支庁地域産業経済課
☎0235-66-5491

身体障がい者更生
相談

第2・第4水曜日／
13：00～15：00

市身体障害者福祉センター
☎26-3715

精神保健福祉相談
5日㈬／10：00～
12：00（要予約）
◆次回8月7日㈪。

酒田農業技術普及課（若浜コミセン
東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

女性の健康相談
月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日除く）

庄内保健所子ども家庭支援課（庄
内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

ひきこもり相談 25日㈫／13：30～
15：30（要予約）

庄内保健所地域保健福祉課相談
室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・梅毒・性器
クラミジア感染症、
Ｂ型肝炎およびC型
肝炎個別相談・検査

［相談］月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日除く）
［検査］毎週火曜日／
9：20～12：00（要予約）

庄内保健所保健企画課健康相談
室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

黒
川
能
野
外
能
楽
「
水
焰
の
能
」

日
時
／
7
月
29
日
㈯
午
後
5
時
〜
▼
場
所
／
櫛

引
総
合
運
動
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
（
雨
天
時
は

櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
▼
内
容
／
舞
囃
子
、

能
﹁
木
曽
願
書
﹂﹁
獅
子
﹂、
狂
言
﹁
瓜
盗
人
﹂

▼
入
場
料
／
前
売
り
券
1
千
５
０
０
円
、
当
日

券
2
千
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）
▼
前
売
り
券

取
り
扱
い
／
鶴
岡
市
観
光
物
産
課
、
王
祇
会
館
、

櫛
引
公
民
館
な
ど

問
鶴
岡
市
櫛
引
庁
舎
産
業
建
設
課 

☎
０
２
３

５
‐
５
７
‐
２
１
１
５

鶴 岡 市

遊
佐
町
四
大
祭
の
ひ
と
つ

戴た
い
ほ
う
ひ
さ
い

邦
碑
祭

　

戴
邦
碑
祭
は
、
今
か
ら
約
１
７
０
年
前
に
起

こ
っ
た
﹁
三
方
国
替
え
阻
止
運
動
﹂
で
活
躍
し

た
領
民
ら
の
偉
業
を
た
た
え
、
毎
年
７
月
16
日

に
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
時
／
７
月
16
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
▼
場
所
／
玉
龍
寺
（
遊
佐
町
江
地
）
▼
内
容

／
お
す
わ
り
居
成
祭
、
碑
前
供
養
、
お
す
わ
り

大
黒
舞
奉
納
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
ほ
か

問
遊
佐
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
支
援
係 

☎
７

２
‐
４
５
２
４

遊 佐 町

夏
宵
ま
つ
り
出
場
団
体
＆

飛
龍
囃ば

や
し子
演
奏
者
募
集
中

　

今
年
で
16
回
目
を
迎
え
る
、
真
夏
の
夜
の
熱

い
競
演
。
会
社
や
学
校
、
地
域
ぐ
る
み
で
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
８
月
12
日
㈯
午
後
６
時
〜
９
時

◆
出
場
団
体
に
は
基
本
踊
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。
動
画
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://natsu.navishonai.jp/

）
で
も
閲
覧

可
能
。

◆
﹁
飛
龍
囃
子
﹂
は
週
１
回
程
度
の
練
習
あ
り
。

問
庄
内
町
商
工
観
光
課
観
光
物
産
係
内
、
夏
宵

ま
つ
り
戦
略
会
議
事
務
局 

☎
４
２
‐
２
９
２
２

庄 内 町

酒田市休日診療所  7月の診療日

7月の診療日は、2日㈰、9日㈰、16日㈰、
17日㈷、23日㈰、30日㈰です。

※急病や軽いけがのときにおいでください。
※保険証を忘れずにお持ちください。

診療受付時間／午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分
（ただし、午前11時30分～午後１時でも急患は受け付けます）
場所／市民健康センター別館（船場町二丁目1-31）
電話／21‐5225（受付時間中のみ）
平日の問い合わせ／市健康課健康係 ☎24‐5733

虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください

児童相談所や市相談窓口では、出産・
子育てに関する相談をなんでも受け
付けています。気になることはぜひ
ご連絡ください。
☎市相談窓口電話番号

26-5734
☎児童相談所全国共通ダイヤル

189  いちはやく

◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆ 全国共通ダイヤルはお住まいの地域の児童相

談所につながります。

眠れない…は
心のSOS ― 一人で悩まず相談を ―

市健康課 ☎24-5733
八幡総合支所
　　地域振興課 ☎64-3113
松山総合支所
　　地域振興課 ☎62-2611
平田総合支所
　　地域振興課 ☎52-3911
庄内総合支庁地域保健福祉課
☎0235-66-4931
◆平日の午前8時30分～

午後5時15分

こころの相談窓口
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旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を

酒
田
市
食
生
活
改
善
推
進
員
が
紹
介
し
ま
す

vol. 39

夏
野
菜
の
簡
単
ピ
ザ

　

夏
野
菜
が
お
い
し
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
今
月
は
子
ど
も
と
一
緒
に

作
っ
て
も
楽
し
め
、
大
人
の
簡
単
な

お
つ
ま
み
に
も
な
る
、
ギ
ョ
ー
ザ
の

皮
で
手
軽
に
作
れ
る
ピ
ザ
を
紹
介
し

ま
す
。
好
み
の
夏
野
菜
を
た
っ
ぷ
り

ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
お
試
し
く
だ
さ
い
。

ギョーザの皮……………………………12枚程度
ピザソース………………………………大さじ2
溶けるチーズ……………………………適量
ベーコン…………………………………適量
タマネギ…………………………………適量
夏野菜 … ………………………………適量
（オクラ、ミニトマト、ズッキーニ、ピーマンなど）
ホールコーン……………………………適量

❶ベーコンは短冊切り、タマネギは皮をむいて薄切
りにする。オクラはさっと下ゆでし、輪切りにす
る。ミニトマトは半分に、他の野菜は小さめに好
みの大きさに切る。

❷ギョーザの皮にピザソースを塗り、上に好みの野
菜、ベーコン、コーンなどをトッピングする。最後
にチーズを散らす。

❸フライパンに❷を並べ、フタをして弱火で加熱す
る。野菜に火が通り、チーズが溶けたら出来上がり。

【手作りピザソース】

ギョーザの皮（15枚程度）
を少し重ねながらフライ
パンに広げて、大きなピ
ザにもできますよ。

作り方

材料 4人分

ニンニク………1かけ
ケチャップ……大さじ3
砂糖…………小さじ2

オリーブオイル……大さじ1／2
しょうゆ…………小さじ1
塩…………………少々

❶ニンニクは皮をむいてすりおろす。
❷すべての材料を混ぜ合わせる。

作り方

材料（作りやすい分量）

　

２
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
カ
ナ
ち
ゃ

ん
は
「
イ
ヤ
だ
」
を
連
発
し
て
、
マ
マ

を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。「
こ
っ
ち
に
行

こ
う
」「
イ
ヤ
だ
」「
じ
ゃ
あ
、
こ
っ
ち

か
な
」「
イ
ヤ
だ
」。
急
い
で
い
る
と
き

に
限
っ
て
こ
う
で
す
。「
早
く
し
な
い

と
、
マ
マ
仕
事
に
遅
れ
ち
ゃ
う
」
と
無

理
や
り
抱
き
上
げ
る
と
、
足
を
バ
タ
バ

タ
さ
せ
て
大
暴
れ
。
ま
だ
小
さ
い
と
は

い
え
カ
ナ
ち
ゃ
ん
は
12
㌔
も
あ
り
ま
す
。

マ
マ
は
職
場
に
向
か
う
前
に
無
用
の
体

力
を
使
っ
て
へ
と
へ
と
で
す
。

　

あ
る
と
き
マ
マ
は
「
こ
っ
ち
に
行
く

と
カ
ナ
ち
ゃ
ん
の
好
き
な
○
○
が
あ
る

ん
だ
け
ど
、
こ
っ
ち
で
い
い
か
な
」
と

聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
カ
ナ
ち
ゃ

ん
は
「
い
い
よ
！
」。
マ
マ
は
思
わ
ず

に
っ
こ
り
。
そ
う
か
、
無
理
に
や
ら
せ

よ
う
と
す
る
か
ら
い
け
な
い
ん
だ
。

　

子
ど
も
た
ち
は
日
々
、
何
か
を
し
て

い
る
と
き
に
「
食
べ
な
さ
い
！
」「
着

て
！
」「
片
付
け
よ
う
！
」
と
言
わ
れ
、

大
人
の
予
定
に
合
わ
せ
る
よ
う
求
め
ら

れ
ま
す
。
よ
く
「
反
抗
」
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
わ
け
も
な
く
反
発
し
て
い
る
わ

け
で
も
、
目
の
前
の
こ
と
や
も
の
が

気
に
入
ら
な
い
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。「
イ
ヤ
」
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
が

乱
さ
れ
る
こ
と
へ
の
異
議
申
し
立
て
な

の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
」

は
、
子
ど
も
が
「
自
分
」
を
意
識
し
始

め
る
大
切
な
時
期
で
す
。
だ
か
ら
自
分

の
ペ
ー
ス
が
損
な
わ
れ
た
り
、
予
想
し

な
い
こ
と
が
起
こ
る
と
「
イ
ヤ
だ
」「
チ

ガ
ウ
」「
ダ
メ
」
と
な
り
ま
す
。

　

幼
い
か
ら
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
考

え
ず
に
「
も
う
す
ぐ
出
掛
け
る
よ
」
と

予
定
を
前
も
っ
て
知
ら
せ
た
り
、「
ど
っ

ち
が
い
い
？
」
と
選
ば
せ
た
り
「
ど
っ

ち
が
い
い
か
な
？
」
と
相
談
し
た
り
し

て
、
子
ど
も
の
ペ
ー
ス
や
思
い
を
尊
重

す
る
と
案
外
う
ま
く
い
く
よ
う
で
す
。

東
北
公
益
文
科
大
学
名
誉
教
授

國
眼 

眞
理
子 

先
生

M
ariko K

okugan

問
市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
５

　「
イ
ヤ
だ
！
」
の
わ
け

第

98
回

酒
田
っ
子
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酒田っ子 すくすく子育て／さかたの旬／ライフ アンド ジョブ／ごみ減量大作戦

Life

Job
vol.

and
ライフアンドジョブ

3
男
女
が
共
に
活
躍
し
て
い
る

元
気
な
市
内
企
業
を
紹
介
し
ま
す

企
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

　

㈱
ダ
イ
ジ
は
昭
和
電
線
グ
ル
ー
プ
企
業
で
、

電
気
・
電
子
機
器
の
神
経
と
も
い
え
る
ワ
イ

ヤ
ハ
ー
ネ
ス
の
専
門
メ
ー
カ
ー
で
す
。
山
形

工
場
で
は
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の
家
電
製
品
や

Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
に
使
わ
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
を
主
に

製
造
し
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
女
性
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

２
人
は
、
今
春
市
内
の
高
校
を
卒
業
し
た

ば
か
り
。「
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
大
変
だ
け
ど
、
新
し
い
こ
と
を
覚
え
る
の

は
楽
し
い
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
先

輩
が
優
し
く
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
す
」
と
小

野
さ
ん
。
熊
谷
さ
ん
は
「
作
業
を
１
人
で
や

り
切
っ
た
と
き
が
、
今
ま
で
で
い
ち
ば
ん
う

れ
し
か
っ
た
。
先
輩
の
手
を
煩
わ
せ
ず
、
自

分
で
機
械
を
調
整
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
」
と
、
目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

先
輩
た
ち
に
見
守
ら
れ
、
ど
ん
ど
ん
成
長

す
る
２
人
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

¡

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
り

組
み
と
し
て
、
年
に
６
日
間
の
有
給

休
暇
を
取
得
す
る
「
計
画
年
次
取
得

制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

27
年
度
は
取
得
率
１
０
０
㌫
を
達
成

し
ま
し
た
。

¡

自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
休
め
る

よ
う
に
、
半
日
単
位
で
の
休
暇
取
得

が
可
能
で
す
。
平
成
28
年
度
の
有
給

休
暇
取
得
率
は
64
・
６
㌫
で
し
た
。

¡

育
児
休
暇
取
得
率
１
０
０
㌫
。

¡

パ
ー
ト
か
ら
社
員
へ
の
待
遇
変
更

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

小
野 

華
奈
さ
ん（
右
）／
熊
谷 
実
音
さ
ん（
左
）

今
回
訪
問
し
た
事
業
所

株
式
会
社
ダ
イ
ジ
山
形
工
場

【企業の概要】
住所／浜松町77‐40
従業員数／36人（うち女性31人）
電話番号／33‐5791
業務内容／ワイヤハーネスの製造・
販売

▲ケーブルのストリップ（皮むき）作業

▲ハーネス組み立ての最終工程

　

今
回
も
、
ま
ず
は
ク
イ
ズ
か
ら
。

　

酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
の
ご
み

処
理
施
設
に
搬
入
さ
れ
る
ご
み
で
一

番
多
い
も
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
？
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
ろ
う
っ
て
？
ブ
ブ
ー
。

答
え
は
「
水
」。
燃
や
す
ご
み
の
重

量
の
約
半
分
が
水
分
な
の
で
す
。
さ

ら
に
水
分
を
除
い
た
後
の
組
成
を
分

析
す
る
と
、
最
も
多
い
の
は
紙
。
紙

と
布
で
50
㌫
、
次
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
が
21
㌫
、
続
い
て
枝
木
類
が
11

㌫
。
生
ご
み
は
意
外
と
少
な
く
て
12

㌫
。
県
内
の
ご
み
処
理
施
設
の
平
均

値
と
比
較
す
る
と
、
酒
田
地
区
の
特

徴
と
し
て
紙
（
繊
維
類
を
含
む
）
と

枝
木
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

重
量
の
半
分
を
占
め
る
水
分
は
、

生
ご
み
に
も
含
ま
れ
ま
す
し
、
枝
木

に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
枝
木
を
絞

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
す
ぐ

減
量
に
結
び
つ
く
の
は
生
ご
み
の
水

切
り
。

　

１
世
帯
の
１
日
分
の
生
ご
み
を
ひ

と
絞
り
す
る
と
約
40
㌘
の
水
分
が
抜

け
て
い
き
ま
す
（
大
分
市
で
の
実
験

結
果
よ
り
）。
１
世
帯
で
40
㌘
で
す

か
ら
４
万
世
帯
で
は
１
・
６
㌧
。
す

ご
い
で
す
よ
ね
？

　

流
し
の
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
ネ
ッ
ト

を
か
け
て
生
ご
み
を
絞
っ
た
り
、
三

角
コ
ー
ナ
ー
の
上
に
水
を
入
れ
た
２

㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
置
く
だ
け
で

も
十
分
水
分
が
出
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
回
で
お
伝
え
し
た
通
り
、
本

市
の
ご
み
排
出
量
は
県
内
13
市
中

ワ
ー
ス
ト
１
位
、
ま
さ
に
背
水
の
陣
。

そ
こ
で
ご
み
減
量
に
即
効
性
が
あ
る

排
水
の
陣
。
今
日
か
ら
実
践
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

問市環境衛生課管理係
　☎31‐0933

3

「排水の陣」
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地元に密着！地域活動
（その1）

vol 15

https://www.aranmare.jp/

アランマーレ
ホームページ

－

な
ぜ
地
域
活
動
を
行
っ
て
い

る
の
で
す
か
？
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
仕
事
の
両
立
だ
け
で
も
大
変

そ
う
で
す
が…

戸
田
／
確
か
に
忙
し
い
で
す
が
、

ア
ラ
ン
マ
ー
レ
は
「
地
域
を
元

気
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
生
ま
れ
た
チ
ー
ム
。
地
域
活

動
は
チ
ー
ム
の
理
念
そ
の
も
の

で
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
触

れ
合
う
貴
重
な
機
会
で
も
あ
り

ま
す
。

－

今
年
度
の
活
動
内
容
は

戸
田
／
食
育
活
動
、
酒
田
ま
つ

り
へ
の
参
加
、
酒
田
北
港
周
辺

で
の
清
掃
活
動
へ
の
参
加
の
３

つ
で
す
。

　ア
ラ
ン
マ
ー
レ
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
チ
ー
ム
の
地
域
活
動
に
つ
い
て
、
戸
田
さ
や
か

選
手
（
＃
9 

ミ
ド
ル
ブ
ロ
ッ
カ
ー
）
に
聞
き
ま
し
た
。

－

印
象
深
か
っ
た
活
動
は
何
で

す
か

戸
田
／
食
育
活
動
で
す
。
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
食
事
の
大
切
さ

を
伝
え
る
た
め
に
、
選
手
一
人

一
人
が
一
生
懸
命
内
容
を
考
え

て
臨
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
成
長
の
た
め
に
、
役
に
立
て

ば
う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
酒
田

ま
つ
り
で
は
「
去
年
食
育
で
見

た
！
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
活

動
を
続
け
る
こ
と
で
つ
な
が
り

が
深
ま
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

－

今
後
の
活
動
は

戸
田
／
ま
だ
ま
だ
地
域
活
動
は

続
き
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
や
フ
ァ
ン
感
謝
イ
ベ
ン
ト
な

ど…

。
詳
し
く
は
９
月
１
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

－

読
者
の
皆
さ
ん
に
一
言

戸
田
／
地
域
活
動
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
練
習
や
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
で
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
た
い

で
す
！
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

市内小学校への食育活動

私たちアスリートは体が資本。市内小学校（今年度は市
立若浜小学校、泉小学校の2校）に出向き、食育活動を
行っています。

山車行列に参加する方に
冷たい水を振る舞いまし
た。山車行列の迫力と人
出の多さにびっくり！

酒田北港周辺の清掃活
動に参加。地元企業の
皆さんと一緒にごみを
拾いました。

市内企業主催の
清掃活動への参加

酒田まつりへの参加

炎天下で山車を引く皆さんに「冷たい水をどうぞ！」
子どもた

ちと

一緒に給
食

授業の細かい内
容は、

選手同士で相談
して

決めました

チーム公式
ツイッター

https://twitter.com/aranmare_volley

チーム公式
フェイスブック

https://www.facebook.com/aranmare.volley/
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入口

フリースペース

エレベーター

エレベーター

エレベーター

エレベーター

エレベーター

銀行派出所
ATM 出納課

市民課

福祉課

まちづくり推進課

観光振興課

商工港湾課社会教育
文化課

学校教育課

選挙管理委
員会事務局

監査委員
事務局

情報
管理課

行財政改革推進室

財政課

会議室 会議室

会議室

市長公室

行財政改革
推進室

（ふるさと納税担当）

企画管理課

スポーツ
振興課

農業委員会事務局

農林水産課

農政課

国保年金課

介護保険課

税務課

納税課

お手洗い お手洗い

お手洗い

お手洗い

子育て支援課

に
ぎ
わ
い
交
流
サ
ロ
ン

階段 総合
案内

階段

エレベーター 階段
階段

階段

階段

階段

階段

階
段
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
ぎ
わ
い
交
流
サ
ロ
ン
階
段
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

階
段

階
段

▼ ▼ ▼

▼

入口

入口※2

入
口

エレベーター

まちづくり推進課

農業委員会事務局

農林水産課

農政課

税務課

納税課

お手洗い

待合スペース階段

階
段
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

階
段

　

工
事
完
成
に
伴
い
、
配
置
が
変
更
に
な
る
部
署

は
左
表
の
通
り
で
、
７
月
下
旬
か
ら
段
階
的
に
移

転
し
、
業
務
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
移
転
に
伴
う
外
線
電
話
番
号
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ボイス オブ アランマーレ／市役所へ行こう

VOL.

10

　平成25年度から行っていた市
庁舎改築工事が６月30日に完成
しました。今回は、２期工事完
成に伴う部署の配置変更と業務
開始日についてお知らせします。
問市建築課建築営繕係
　☎26‐6250
　市管財課管理係
　☎26‐5710

　現在、来庁者駐車場を含めた外構工事を行っており、平成30年３月完成予定です。
ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

※1 公民館事業係は総合文化センターから移転しません。
◆市長公室ふるさと納税担当は、8月7日㈪から中町庁舎3階に移転します。

※2 庁舎南側の入口は、外構工事中のため、当面の間使用できません。

1階 2階 6階

7階

◆以下のフロアは現在と変更ありません。
　3階／議会関連フロア（議場新設。各委員会室、議会事務局など）
　4階／市長公室、総務課、危機管理課、政策推進課
　5階／管財課、契約検査課、都市デザイン課、土木課、建築課

部署名 移　転　前 移転後 業務開始日
福祉課 ２階北側

7月28日㈮まで

1階南側

7月31日㈪から

介護保険課 中町庁舎 1階南側
税務課 2階北側 2階南側
納税課 2階北側 2階南側
財政課 6階 7階

行財政改革推進室 6階 7階
選挙管理委員会事務局 中町庁舎 7階

まちづくり推進課 6階

8月4日㈮まで

2階北側

8月7日㈪から
農政課 6階 2階北側

農林水産課 6階 2階北側
農業委員会事務局 6階 2階北側

商工港湾課 中町二丁目分室

8月18日㈮まで

6階

8月21日㈪から

観光振興課 中町二丁目分室 6階
企画管理課 中町庁舎 6階
学校教育課 中町庁舎 6階

社会教育文化課※1 総合文化センター 6階
監査委員事務局 中町庁舎 6階
スポーツ振興課 国体記念体育館 9月29日㈮まで 6階 10月2日㈪から

◆「市民の声」「編集後記」はお休みします。



ごみ減量キャンペーン実施中!

を減らしましょう!

5月のごみの量

前年同月に比べて ＋96㌧
3,792㌧

ごみ

ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン
が

お
い
し
い
季
節
だ
の
ん
。「増えちゃったのん…」

で
き
れ
ば
、皮
は
干
し
て
か
ら

も
や
す
ご
み
袋
へ
！

〒998-8540 山形県酒田市本町二丁目2番45号
☎0234-22-5111（代表）
FAX.0234-26-3688

酒田市役所

〒999-8292 酒田市観音寺字寺ノ下41番地
☎0234-64-3111（代表）
FAX.0234-64-3110

八幡総合支所

〒999-6861 酒田市字山田27番地の4
☎0234-62-2611（代表）
FAX.0234-62-2618

松山総合支所

〒999-6711 酒田市飛鳥字契約場30番地
☎0234-52-3111（代表）
FAX.0234-52-3116

☎0234-26-5706（直通）
FAX.0234-26-3688
メール／koho@city.sakata.lg.jp

本紙に関するご意見、
ご要望をお寄せください。

平田総合支所

酒田市市長公室
広報広聴係

「羽黒山親子遠足で、カエルを見つけたよ。」
認定こども園 酒田第二幼稚園 いまづ みう ちゃん
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日時／8月6日㈰ 午後1時30分～4時（1時開場）
場所／総合文化センター
内容／映画上映「この世界の片隅に」
　　（こうの史代原作、片渕須直監督）
費用／無料（要入場整理券）
◆入場整理券は7月6日㈭～市役所1階総合案内、総合文
化センター事務室、各総合支所地域振興課で配布します
（1人2枚まで）。

平和推進事業 手と手をつなごう 平和のつどい

　　平成27年に好評を

　得た「ダンボール遊園地」が

酒田市美術館に帰ってきました！ 

環境にも優しいダンボールが、

ダンボール王 岡村剛一郎の

　手によって、巨大な深海生物の

　　オブジェや巨大迷路に

　　　生まれ変わります！

　　　しんかいせいぶつたんけんたい！ 
会　期／7月15日㈯～8月27日㈰
　　　（会期中無休）
時　間／午前9時～午後5時（入館は4時30分まで）
観覧料／一般830円、高校・大学生420円、
　　　　中学生以下無料
◆小学生以下は保護者同伴必須。

ダイオウグソクムシ問 酒田市美術館 ☎31-0095

日時／8月5日㈯［1回目］午前10時～11時 ［2回目］午前11時
15分～午後0時15分 ▼対象／3歳～小学生（保護者同伴必須）

▼定員／各回15人 ▼講師／やまがたこどもアトリエ ▼費用
／500円（材料費） ▼申し込み／7月16日㈰午前8時30分～電
話で同館へ
◆汚れても良い服装で参加してください。
◆完成した作品は、同館エントランスに会期中展示します。

日時／8月20日㈰午前9時30分～午後0時
30分 ▼対象／小学5年生以上（小学生は保
護者同伴必須） ▼定員／12人 ▼講師／彫刻
家 はしもとみお氏 ▼費用／1,000円（材料
費） ▼持ち物／彫刻刀、タオル ▼申し込み／
7月16日㈰午前8時30分～電話で同館へ

ゆらゆらカラフル
海の生き物を作ってつるそう！ 木で動物ブローチを

作ろう！
親子ワークショップ ワークショップ

「この世界の片隅に」映　画
上映会

Ⓒこうの史代・双葉社／「この世界の片隅に」製作委員会

届けよう！一羽の折り鶴に平和への願いを込めて
　市民のみなさんに参加していただき、平和への願いを込めた折
り鶴を被爆地の広島と長崎へ千羽鶴にして届けます。8月上旬ま
で市役所１階ロビーと各総合支所に折り紙と回収箱を設置します。
◆まとまった数の場合は、千羽鶴のように糸に
　通した形でお預かりします。

ダンボール

遊 園 地 

問市総務課総務係 ☎26‐5700　
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